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山梨県神社庁報 祝

祭
日に
は国旗を掲げましょう

11月３日　文化の日
11月23日　勤労感謝の日
12月23日　天皇誕生日
１月１日　元日
１月８日　成人の日

平
成
二
十
九
年
度

神
社
関
係
者
大
会
次
第

安産まつり（山中諏訪神社）
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錦
織
り
な
す
時
節
を
迎
え
た
今
日

の
佳
日
に
神
職
、
総
代
を
始
め
県
下

の
氏
子
、
崇
敬
者
各
位
に
ご
参
列
賜

り
、
平
成
二
十
九
年
山
梨
県
神
社
関

係
者
大
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
神
社
本
庁
統
理
殿
、
神
宮
大
宮

司
殿
、
神
道
政
治
連
盟
会
長
殿
を
始

め
多
数
の
御
来
賓
の
ご
臨
席
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

又
ご
参
列
賜
り
ま
し
た
関
係
者
各

位
に
は
、
斯
界
の
為
に
常
日
頃
ご
尽

力
頂
い
て
お
り
ま
す
事
に
敬
意
を
表

し
ま
す
。

畏
く
も
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
に
お

か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
、
天
機
愈
々
麗

し
く
、
日
々
公
務
に
あ
た
り
、
精
励

遊
ば
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
、
慶
賀

に
堪
え
な
い
し
だ
い
で
あ
り
ま
す
。

天
皇
陛
下
譲
位
後
は
、
即
位
の
礼
、

大
嘗
祭
、
後
の
神
宮
に
親
謁
の
儀

等
々
の
慶
祝
行
事
が
執
り
行
わ
れ
ま

す
。
我
々
神
道
関
係
者
は
此
の
重
儀

が
厳
粛
に
粛
々
と
進
ま
れ
る
事
を
願

わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

譲
位
日
程
は
「
静
か
な
環
境
」
を

選
ぶ
中
で
当
初
の
想
定
か
ら
年
内
決

定
へ
の
前
倒
し
が
検
討
さ
れ
て
い
る

事
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
静
か
に

見
守
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

又
眞
子
内
親
王
殿
下
に
あ
ら
れ
ま

し
て
は
ご
婚
約
も
整
い
慶
賀
に
存
じ

上
げ
ま
す
。

本
宗
と
仰
ぎ
ま
す
神
宮
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
第
六
十
二
回
神
宮
式
年

遷
宮
の
盛
儀
、
ま
た
昨
年
の
伊
勢
、

志
摩
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
に
よ
り
、
国

民
の
関
心
も
高
ま
り
、
昨
年
は
八
百

七
十
万
人
も
の
方
々
の
ご
参
拝
が
あ

っ
た
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。
御

同
慶
の
至
り
に
存
じ
ま
す
。

又
池
田
厚
子
祭
主
様
が
ご
退
任
に

な
り
、
黒
田
清
子
祭
主
様
が
御
就
任

遊
ば
れ
ま
し
た
。
鷹
司
尚
武
大
宮
司

様
も
ご
退
任
に
な
り
、
小
松
揮
世
久

大
宮
司
様
が
御
就
任
に
な
ら
れ
ま
し

た
。
次
の
時
代
に
向
け
て
の
異
動
と

拝
察
し
、
斯
界
も
以
前
同
様
、
若
し

く
は
そ
れ
以
上
の
協
力
体
制
を
整

え
、
参
宮
、
大
麻
頒
布
増
体
に
努
め

る
施
策
を
図
る
必
要
性
を
感
じ
て
お

り
ま
す
。

昨
年
は
山
梨
県
神
社
庁
七
十
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
本
年
は
新
た
な
第

一
歩
を
踏
み
出
す
年
で
あ
り
ま
す
の

で
四
つ
の
柱
を
中
心
に
展
開
し
た
く

存
じ
ま
す
。

一
つ
め
は
、
不
活
動
神
社
対
策
委

員
会
の
充
実
を
図
る
事
で
す
。
発
足

根

津

泰

昇

庁
長

式
　
　
　
辞

い
た
し
ま
し
た
の
は
四
年
前
で
あ

り
、
迅
速
な
運
営
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。
又
県
総
代
会
か
ら
は
二
百
六

十
万
円
を
超
え
る
御
浄
財
を
拠
出
頂

き
ま
し
て
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

二
つ
め
は
、
過
疎
地
域
神
社
活
性

推
進
委
員
会
設
置
と
活
動
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
施
策
は
全
国
の
神
社
庁
に

設
置
が
求
め
ら
れ
て
い
る
委
員
会
で

あ
り
ま
す
。
近
年
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
農
山
村
の
過
疎
化
が
問
題
と
な

っ
て
お
り
、
護
持
運
営
が
危
惧
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
神
社
が
置
か
れ
て
い

る
現
状
を
認
識
し
、
新
た
な
施
策
を

打
ち
出
し
斯
界
全
体
で
取
り
組
ん
で

ゆ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
祭
祀
の
振

興
が
神
社
振
興
の
基
本
で
あ
り
、
祭

礼
行
事
の
継
承
、
振
興
、
復
興
に
よ

る
神
社
及
び
地
域
の
活
性
化
に
結
び

付
け
た
い
と
存
じ
ま
す
。
神
社
関
係

者
に
は
ご
協
力
賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。

三
つ
め
は
、
神
宮
大
麻
頒
布
向
上

計
画
で
あ
り
ま
す
。
神
職
、
総
代
、

関
係
者
に
は
大
変
な
ご
尽
力
賜
っ
て

お
り
ま
す
事
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
昨
年
は
残
念
な
が
ら
千
三
百
体

の
減
体
と
な
り
ま
し
た
。
減
体
理
由

と
し
て
は
、
都
市
部
へ
の
人
口
集
中

に
よ
る
若
い
世
代
層
の
意
識
変
化
が

指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
此
の
世
代

層
に
ど
の
よ
う
に
切
り
込
ん
で
ゆ
く

か
、
の
施
策
が
必
要
か
と
存
じ
ま
す
。

関
係
各
位
に
知
恵
を
お
絞
り
頂
き
、

本
年
は
何
と
か
増
体
に
結
び
付
け
た

い
と
存
じ
ま
す
。
又
過
疎
地
域
神
社

活
性
化
推
進
対
策
・
教
化
実
践
目
標

を
担
う
為
に
も
神
宮
大
麻
頒
布
は
重

要
な
意
味
を
成
し
ま
す
。
神
社
庁
・

支
部
・
各
神
社
・
頒
布
従
事
者
（
総

代
）
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。
お

力
添
え
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

四
つ
め
は
規
則
・
細
則
検
討
委
員

会
に
お
い
て
設
立
七
十
年
を
経
過
し

た
現
状
で
は
見
合
わ
な
い
規
則
、
決

ま
り
事
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

委
員
会
に
付
託
し
審
議
に
入
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

大
凡
半
年
間
で
検
討
を
重
ね
て
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
ご
理
解

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

近
年
は
御
朱
印
を
受
け
ら
れ
る
方

が
多
く
見
受
け
ら
れ
、
神
社
参
拝
の

年
齢
層
も
若
返
っ
て
お
り
、
少
子
高

齢
化
の
時
代
に
あ
っ
て
喜
ば
し
い
現

象
で
あ
り
ま
す
。

此
の
時
代
を
捉
え
美
し
い
日
本
の

文
化
を
取
り
戻
す
為
に
も
神
社
の
杜

か
ら
発
信
す
る
事
が
必
要
不
可
欠
で

す
。
神
宮
大
麻
頒
布
活
動
も
日
本
の

文
化
を
支
え
る
大
切
な
活
動
で
あ
り

ま
す
。
関
係
各
位
の
活
動
に
期
待
申

し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
本
日
表
彰

の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
方
々
は
常
日

頃
神
明
奉
仕
に
携
わ
れ
て
お
ら
れ
る

事
が
認
め
ら
れ
た
訳
で
ご
ざ
い
ま

す
。
衷
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
今
後
の
ご
活
躍
、
ご
健
勝

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
式
辞
と
致
し
ま
す
。
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紅
葉
の
季
節
を
迎
え
、
今
日
の
佳

き
日
に
、
県
下
各
地
よ
り
、
神
職
、

総
代
、
氏
子
、
崇
敬
者
各
位
の
ご
参

集
を
頂
き
、
平
成
二
十
九
年
度
山
梨

県
神
社
関
係
者
大
会
が
盛
会
に
催
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
本
日
ご
多
用
の
な
か
、
神
宮

大
宮
司
殿
、
神
社
本
庁
統
理
殿
、
神

道
政
治
連
盟
会
長
殿
始
め
、
国
会
、

県
議
会
、
市
町
村
関
係
者
、
神
社
関

係
団
体
代
表
の
皆
様
方
、
多
数
の
臨

席
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
先
生
方
に
は
神
社
界
に
格
段
の

ご
尽
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

畏
く
も
、
天
皇
、
皇
后
陛
下
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に
日
々

公
務
に
あ
た
り
、
精
励
遊
ば
さ
れ
て

お
り
ま
す
こ
と
、
慶
賀
に
堪
え
な
い

し
だ
い
で
あ
り
ま
す
。
昨
年
八
月
に

天
皇
陛
下
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご

自
身
よ
り
、
思
い
の
ま
ま
を
語
ら
れ

て
以
来
、
陛
下
の
お
気
持
ち
を
国
民

は
理
解
し
共
感
し
て
お
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

政
府
、
国
会
に
お
い
て
検
討
さ
れ
、

本
年
六
月
九
日
、
天
皇
退
位
特
例
法

が
、
参
議
院
本
会
議
に
於
い
て
全
会

一
致
で
可
決
、
成
立
さ
れ
ま
し
た
。

秋
篠
宮
家
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

九
月
三
日
に
長
女
眞
子
さ
ま
と
小
室

圭
さ
ん
と
の
婚
約
が
正
式
に
内
定
さ

れ
、
結
婚
は
来
年
秋
と
の
こ
と
で
慶

賀
に
堪
え
な
い
し
だ
い
で
あ
り
ま
す
。

世
界
の
政
治
情
勢
は
北
朝
鮮
の
金

正
恩
朝
鮮
労
働
党
委
員
長
の
暴
挙
に

世
界
中
が
振
り
回
さ
れ
て
お
り
、
水

素
爆
弾
の
実
験
を
繰
り
返
し
、
小
型

化
を
目
指
し
、
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ

ル
（
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
）
搭
載
用
水
爆
実
験

に
、
完
全
に
成
功
し
た
、
と
発
表
し

た
。
こ
の
よ
う
な
経
過
の
な
か
で
も
、

米
国
民
は
、
戦
場
の
経
験
の
無
い
故

か
、
あ
ま
り
危
機
感
が
な
い
、
と
マ

ス
コ
ミ
は
伝
え
て
い
る
。
省
み
て
日

本
も
軛
平
和
ボ
ケ
し
て
居
る
日
本
人
軣

と
他
国
の
人
に
蔑
ま
さ
れ
、
少
し
は

目
が
覚
め
た
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
際
憲
法
を
改
し
て
、
国
民
の

生
活
を
守
る
、
国
を
守
る
自
国
防
衛

こ
そ
、
最
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。

本
年
は
内
外
多
難
な
年
で
あ
り
ま

す
。
国
内
に
於
い
て
は
地
震
、
異
常

気
象
に
依
る
集
中
豪
雨
、
予
想
を
超

え
る
多
量
水
害
に
犠
牲
者
、
家
屋
、

田
畑
、
流
木
に
よ
る
橋
の
被
害
、
根

本
的
な
見
直
し
対
策
が
必
要
で
あ
り

ま
す
。
十
月
に
は
衆
議
院
解
散
に
よ

る
議
員
の
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

自
民
党
は
公
約
に
軛
消
費
税
十
％
軣

軛
憲
法
改
正
軣
特
に
増
税
の
中
で
教

育
面
に
二
兆
円
超
を
向
け
る
よ
う
で

す
が
、
正
に
子
育
て
支
援
政
策
は
子

育
て
不
安
解
消
の
良
き
政
策
で
あ
り

ま
す
。
願
わ
く
は
三
人
以
上
の
子
供

に
は
厚
く
支
援
す
る
な
ら
人
口
減
少

に
も
歯
止
め
に
も
な
り
ま
し
ょ
う
。

各
位
に
お
か
れ
て
は
日
本
の
将
来
を

良
く
考
え
て
、
託
せ
る
政
治
家
を
選

び
ま
し
ょ
う
。

国
旗
掲
揚
推
進
活
動
も
今
年
四
年

に
な
り
ま
す
。
掲
揚
推
進
の
一
助
と

し
て
の
、
ノ
ボ
リ
の
頒
布
を
継
続
し

て
参
り
ま
す
。
な
お
掲
揚
活
動
の
成

果
と
し
て
の
各
支
部
よ
り
掲
揚
に
成

功
し
た
モ
デ
ル
に
な
り
そ
う
な
場
所

を
推
薦
し
て
頂
き
、
成
果
に
対
す
る

事
例
の
苦
心
さ
れ
た
お
話
を
伺
う
会

を
催
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
活
動
の
参
考
に
し
、
三
年
後

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
日
本
の
象
徴
で

あ
る
日
の
丸
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
々

に
掲
げ
る
、
こ
の
運
動
に
更
な
る
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
神
社
庁
創
立
五
十
周
年
記
念

事
業
の
最
重
要
事
業
で
あ
る
軛
不
活

動
神
社
対
策
事
業
軣
に
対
し
て
県
神

社
総
代
会
と
し
て
協
賛
金
の
募
集
を

し
て
参
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
お
陰
様

で
三
百
万
円
近
く
な
り
ま
し
た
。
有

難
う
御
座
い
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は

費
用
が
相
当
に
必
要
の
よ
う
で
あ
り

ま
す
。
更
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
挨
拶
と
し
ま
す
。

中

込

豊

秋

山
梨
県
神
社
総
代
会

総
代
会
長
挨
拶

会
長

 

敬
神
生
活
の
綱
領 

 
　
神
道
は
天
地
悠
久
の
大
道
で

あ
っ
て
、
崇
高
な
る
精
神
を
培

ひ
、
太
平
を
開
く
の
基
で
あ
る
。 

　
神
慮
を
畏
み
祖
訓
を
つ
ぎ
、

い
よ
い
よ
道
の
精
華
を
発
揮
し
、

人
類
の
福
祉
を
増
進
す
る
は
、

使
命
を
達
成
す
る
所
以
で
あ
る
。 

　
こ
こ
に
こ
の
綱
領
を
か
か
げ

て
向
う
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
し
、

実
践
に
つ
と
め
て
以
て
大
道
を

宣
揚
す
る
こ
と
を
期
す
る
。 

 

一
、
神
の
恵
み
と
祖
先
の
恩

と
に
感
謝
し
、
明
き
清

き
ま
こ
と
を
以
て
祭
祀

に
い
そ
し
む
こ
と 

 

一
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に

奉
仕
し
、
神
の
み
こ
と

も
ち
と
し
て
世
を
つ
く

り
固
め
成
す
こ
と 

 

一
、
大
御
心
を
い
た
だ
き
て

む
つ
び
和
ら
ぎ
、
国
の

隆
昌
と
世
界
の
共
存
共

栄
と
を
祈
る
こ
と 



事
　
　
業

１
、
神
宮
大
麻
奉
斎
推
進

２
、
神
宮
参
宮
運
動
促
進

３
、
神
殿
三
大
祭
斎
行

４
、
神
宮
新
穀
感
謝
祭
奉
賛

５
、

國
神
社
公
式
参
拝
実
現
運

動
実
施

６
、
北
方
領
土
返
還
運
動
継
続

７
、
各
種
研
修

イ
、
現
任
神
職
研
修
会

ロ
、
総
代
研
修
会

ハ
、
雅
楽
研
修
会

ニ
、
関
東
地
区
中
堅
神
職
研
修
会

ホ
、
女
子
神
職
研
修
会

ヘ
、
浦
安
の
舞
研
修
会

ト
、
初
任
神
職
研
修
会

８
、
一
都
七
県
神
社
庁
連
合
会
諸

会
議

９
、
国
旗
掲
揚
運
動
推
進

10
、
不
活
動
神
社
対
策
事
業

11
、
過
疎
化
地
域
神
社
対
策
事
業

12
、
金
品
寄
付
者
顕
彰

13
、
神
政
連
活
動
に
協
力

14
、
神
社
奉
護
運
動
推
進

15
、
日
本
会
議
活
動
に
協
力

16
、
美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く
る

山
梨
県
民
の
会
活
動
に
協
力

17
、
郷
土
暦
編
纂
配
布

18
、
庁
報
「
か
ひ
が
ね
」
年
四
回

発
行

神
社
本
庁
統
理
の
承
認
を
申

請
し
た
神
社

申
請
件
数

三
十
一
件

承
認
件
数

二
十
七
件

内
　
　
訳

財
産
処
分

九
件

建
物
新
改
築
等

十
件

境
内
地
模
様
替

四
件

規
則
変
更

三
件

神
社
合
併

一
件

神
社
本
庁
規
程
表
彰

武
田
神
社
宮
司

佐
々
木

仁

住
吉
神
社
宮
司

志
村
　
幹
人

牛
倉
神
社
宮
司

中
村
　
宗
彦

戸
藏
神
社
役
員

堀
内
　
文
藏

神
社
庁
規
程
表
彰

氷
川
神
社
宮
司

高
野
　
正
興

五
所
大
神
社
宮
司

稲
葉
　
和
仁

淺
間
神
社
総
代
会
長

三
井
　
晴
則

小
室
浅
間
神
社
総
代

柏
木
　
　
繁

春
日
神
社
総
代
会
長

棚
本
　
佳
秀

神
宮
大
麻
頒
布
優
良
者
表
彰

優
秀
支
部
　

甲
府
支
部

峡
北
支
部

特
別
表
彰
頒
布
優
良
奉
仕
者

武
田
神
社
禰
宜

内
藤
　
　
寛

頒
布
優
良
奉
仕
者
（
神
職
）

唐
土
神
社
宮
司

小
田
切
宣
幸

淺
間
神
社
権
禰
宜

藤
巻
　
普
紀

淺
間
神
社
権
禰
宜

津
金
　
善
美

浅
間
神
社
宮
司

安
田
　
洋
人

冨
士
御
室
浅
間
神
社
権
禰
宜

濱
　
　
将
盛

全
国
神
社
総
代
会
規
程
表
彰

北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
責
任
役
員

神
樂
　
利
行

春
日
神
社
役
員

棚
本
　
佳
秀

山
梨
県
神
社
総
代
会
規
程
表
彰

稲
積
神
社
外
郭
団
体
会
員

松
田
　
　
裕

稲
積
神
社
外
郭
団
体
会
員

清
水
　
一
紀

千
塚
八
幡
神
社
奉
賛
会
役
員

須
藤
　
　
巖

千
塚
八
幡
神
社
奉
賛
会
役
員

小
林
　
秀
雄

甲
府
恵
比
寿
神
社
世
話
人
会
会
員

石
原
　
充
彦

甲
府
恵
比
寿
神
社
世
話
人
会
会
員

水
澤
　
勇
三

神
明
神
社
総
代
会
長

若
尾
　
　
久

鈴
宮
諏
訪
神
社
総
代
会
長

林
　
　
一
夫

穴
切
大
神
社
責
任
役
員
総
代
副
会
長

斉
藤
　
栄
典

穴
切
大
神
社
責
任
役
員
総
代
副
会
長

矢

淳

穴
切
大
神
社
責
任
役
員

山
本
　
　
力

穴
切
大
神
社
責
任
総
代

渡
邉
　
繁
男

穴
切
大
神
社
責
任
役
員

小
原
　
祐
造

穴
切
大
神
社
責
任
役
員

磯
部
　
直
孝

穴
切
大
神
社
責
任
役
員

清
水
　
正
幸

五
社
神
社
総
代
長

岡
部
　
　
仁

日
吉
神
社
総
代

河
西
　
慶
明

八
幡
神
社
総
代
長

齊
藤
　
　
誠

熊
野
神
社
総
代
長

向
山
　
和
孝

玉
諸
神
社
責
任
役
員
総
代
会
副
会
長

萩
原
　
　
寛

朝
気
熊
野
神
社
総
代
会
長

鎌
田
　
　
茂

三
社
諏
訪
神
社
総
代

浅
川
　
嘉
昭

三
社
諏
訪
神
社
総
代

嶋
田
　
章
三

武
田
神
社
総
代

山
本
　
承
功

武
田
神
社
総
代

山
本
　
　
等

武
田
神
社
総
代

萩
原
　
幸
男

武
田
神
社
総
代

市
川
　
　
弘

武
田
神
社
総
代

小
澤
　
一
男

武
田
神
社
総
代

乙
黒
　
　
肇

一
實
神
社
総
代

福
島
　
正
幸

文
珠
神
社
総
代

名
取
　
　
博

飯
田
八
幡
神
社
総
代

長
田
　
政
幸

飯
田
八
幡
神
社
総
代

佐
野
　
修
一

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

庁
　
務
　
報
　
告

庁
　
務
　
報
　
告

武
田
八
幡
宮
責
任
役
員
総
代
会
長

石
原
　
佑
一

三
之
蔵
神
社
神
楽
指
導
者

新
藤
　
武
義

三
之
蔵
神
社
総
代
長

柴
田
　
光
明

【
新
任
神
職
】

八
幡
神
社
宮
司

野
中
　
武
士

神
部
神
社
宮
司

野
中
　
淳
史

大
宮
神
社
宮
司

宮
澤
　
正
樹

八
王
子
神
社
権
禰
宜

堀
内
　
和
也

【
昇
任
神
職
】

浅
間
諏
訪
神
社
宮
司

今
橋
　
　
武

浅
間
諏
訪
神
社
宮
司

郷
田
　
盛
直

【
本
務
替
神
職
】

冨
士
御
室
浅
間
神
社
禰
宜

濱
　
　
陽
一

【
帰
幽
神
職
】

天
神
社
宮
司

佐
藤
文
太
郎

淺
間
神
社
名
誉
宮
司

古
屋
　
眞
孝

淺
間
神
社
権
禰
宜

伊
藤
　
裕
久

浅
間
神
社
宮
司

内
藤
　
吉
光

【
退
職
神
職
】

稲
荷
社
宮
司
代
務
者

源
生
　
真
光
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平
成
二
八
年

一
〇
・
　
一

一
〇
・
　
五

一
〇
・
一
八

一
〇
・
二
〇

一
〇
・
二
八

一
〇
・
三
一

一
一
・
　
一

一
一
・
　
二

一
一
・
　
四

一
一
・
一
六

〜
一
七

一
一
・
二
一

一
二
・
　
一

平
成
二
九
年

一
・
　
一

一
・
一
八

〜
二
〇

一
・
二
六

二
・
　
一

二
・
一
一

二
・
一
四

三
・
　
一

三
・
　
五

神
殿
月
次
祭
斎
行

山
梨
縣
護
國
神
社
例
祭

献
幣
使
参
向

國
神
社
秋
季
例
大
祭

参
列

東
山
梨
支
部
神
宮
大
麻

暦
頒
布
始
祭
斎
行

東
八
代
支
部
神
宮
大
麻

暦
頒
布
始
祭
斎
行
、
峡

中
支
部
神
宮
大
麻
暦
頒

布
始
祭
斎
行

甲
府
支
部
神
宮
大
麻
暦

頒
布
始
祭
斎
行

神
殿
月
次
祭
斎
行

南
都
留
支
部
神
宮
大
麻

頒
布
始
祭
斎
行

峡
北
支
部
神
宮
大
麻
暦

頒
布
始
祭
斎
行
、
北
都

留
支
部
神
宮
大
麻
暦
頒

布
始
祭
斎
行

神
宮
新
穀
感
謝
祭
参
拝

旅
行

神
殿
新
嘗
祭
斎
行

神
殿
月
次
祭
斎
行

神
殿
歳
旦
祭
斎
行

神
宮
初
参
り

神
殿
例
祭
斎
行

神
殿
月
次
祭
斎
行

山
梨
縣
護
國
神
社
紀
元

祭
参
列

神
殿
祈
年
祭
斎
行

神
殿
月
次
祭
斎
行

神
宮
大
麻
頒
布
終
了
祭

参
列

三
・
二
九

四
・
　
一

四
・
　
五

四
・
一
二

四
・
二
二

四
・
二
五

五
・
　
一

五
・
　
三

五
・
　
五

六
・
　
一

七
・
　
一

八
・
　
一

八
・
一
五

八
・
一
八

八
・
二
六

九
・
　
一

九
・
　
三

九
・
一
四

九
・
一
七

九
・
一
九

九
・
二
三

神
政
連
　
國
神
社
参
拝

旅
行

神
殿
月
次
祭
斎
行

山
梨
縣
護
國
神
社
例
祭

参
列

武
田
神
社
例
祭
献
幣
使

参
向國

神
社
春
季
例
大
祭

参
列

河
口
浅
間
神
社
例
祭
献

幣
使
参
向

神
殿
月
次
祭
斎
行

稲
積
神
社
例
祭
参
列

北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神

社
例
祭
献
幣
使
参
向

神
殿
月
次
祭
斎
行

神
殿
月
次
祭
斎
行

神
殿
月
次
祭
斎
行

山
梨
縣
護
國
神
社
戦
没

者
追
悼
式
参
列

山
梨
縣
護
國
神
社
正
式

参
拝

北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神

社
鎮
火
祭
（
吉
田
の
火

祭
り
）
参
列

神
殿
月
次
祭
斎
行

牛
倉
神
社
例
祭
献
幣
使

参
向

石
清
水
八
幡
宮
例
大
祭

参
列

神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
祭

参
列

小
室
浅
間
神
社
例
祭
献

幣
使
参
向

峡
南
支
部
神
宮
大
麻
暦

頒
布
始
祭
斎
行

平
成
二
八
年

一
〇
・
　
七

一
〇
・
一
三

〜
一
四

一
〇
・
一
四

一
〇
・
一
八

一
〇
・
二
〇

一
〇
・
二
一

一
〇
・
二
五

〜
二
六

一
〇
・
二
六

一
〇
・
二
八

一
一
・
　
八

一
一
・
　
九

一
一
・
一
〇

一
一
・
一
六

〜
一
七

一
一
・
二
一

一
一
・
二
四

一
一
・
二
五

一
一
・
二
六

一
一
・
二
九

〜
三
〇

庁
報
委
員
会
（
神
社
庁
）

神
社
本
庁
評
議
員
会

（
神
社
本
庁
）、
神
社
本

庁
役
員
会
（
神
社
本
庁
）

皇
太
子
殿
下
奉
迎
（
三

分
一
湧
水
、
信
玄
堤
）

東
京
都
神
社
庁
設
立
七

十
周
年
記
念
式
典
（
東

京
）

群
馬
県
神
社
庁
設
立
七

十
周
年
記
念
大
会
（
群

馬
）

役
員
会
（
神
社
庁
）
、

身
分
選
考
委
員
会
（
神

社
庁
）

神
社
庁
祭
式
講
師
研
究

会
（
神
社
本
庁
）

山
梨
県
神
社
庁
設
立
七

十
周
年
記
念
大
会
、
平

成
二
十
八
年
度
山
梨
県

神
社
関
係
者
大
会
（
コ

ラ
ニ
ー
文
化
ホ
ー
ル
）

神
社
合
併
視
察
研
修
会

（
早
川
町
）

教
化
委
員
会
（
神
社
庁
）

山
形
県
渋
谷
庁
長
特
級

昇
進
祝
賀
会
（
山
形
）

一
都
七
県
神
社
庁
長
会

（
明
治
記
念
館
）

新
穀
感
謝
祭
（
七
三
一

名
）

役
員
会
（
神
社
庁
）

庁
報
委
員
会
（
神
社
庁
）

不
活
動
神
社
対
策
推
進

連
絡
会
議
（
兵
庫
県
神

社
庁
）

千
葉
県
神
社
庁
竣
工
祝

賀
会
（
三
井
ガ
ー
デ
ン

千
葉
）

全
国
教
化
会
議
（
神
社

本
庁
）

一
二
・
　
四

一
二
・
　
八

一
二
・
　
九

一
二
・
一
〇

一
二
・
一
二

〜
一
三

一
二
・
一
五

一
二
・
一
九

平
成
二
九
年

一
・
一
〇

一
・
一
三

一
・
一
八

〜
二
一

一
・
二
二

一
・
二
三

一
・
二
四

一
・
二
六

一
・
二
八

二
・
　
四

二
・
　
五

二
・
　
七

二
・
　
七

中
谷
真
一
を
囲
む
会

（
ア
ピ
オ
）

峡
北
支
部
神
職
総
代
年

末
合
同
会
議
（
魚
光
会

館
）

庁
報
委
員
会
（
神
社
庁
）

森
屋
宏
国
政
報
告
会

（
ア
ピ
オ
）

神
社
本
庁
理
事
会
（
神

社
本
庁
）

役
員
会
（
神
社
庁
）
、

各
支
部
神
社
総
代
会
正

副
会
長
と
の
懇
親
会

（
古
名
屋
ホ
テ
ル
）

庁
報
委
員
会
（
神
社
庁
）

南
都
留
支
部
神
職
総
代

合
同
初
会
（
花
水
庭
お

お
や
）

甲
府
支
部
神
職
初
会

（
稲
積
神
社
参
集
殿
）

神
宮
初
参
り

東
八
代
支
部
新
年
互
礼

会
（
淺
間
神
社
）

峡
北
支
部
神
職
総
代
新

年
合
同
会
議
（
清
水
屋

旅
館
）

不
活
動
神
社
対
策
委
員

会
（
神
社
庁
）

役
員
会
（
神
社
庁
）
、

神
職
初
会
（
神
社
庁
）

峡
中
支
部
神
職
総
代
会

理
事
初
会
（
平
見
城
）

役
員
初
会

宮
川
典
子
国
政
報
告
会

（
ア
ピ
オ
）

北
方
領
土
返
還
要
求
運

動
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
甲
府
駅
）

北
方
領
土
返
還
要
求
全

国
大
会
（
日
比
谷
公
会

堂
）

二
・
　
八

〜
九

二
・
一
一

二
・
一
四

二
・
一
七

二
・
二
〇

〜
二
一

二
・
二
一

二
・
二
二

〜
二
四

二
・
二
四

二
・
二
七

〜
二
八

二
・
二
八

三
・
　
二

〜
三

三
・
　
五

三
・
　
六

三
・
　
七

三
・
　
八

〜
九

三
・
一
一

三
・
一
三

神
社
本
庁
理
事
会
（
神

社
本
庁
）

憲
法
改
正
講
演
会
開
催

実
行
委
員
会
（
自
民
党

県
連
）

役
員
会
（
神
社
庁
）
、

教
化
部
会
（
神
社
庁
）、

教
化
講
演
会
（
神
社
庁
）

甲
府
支
部
神
職
総
代
臨

時
総
会
並
び
に
関
係
者

初
会
（
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ

ク
甲
府
）

一
都
七
県
神
社
庁
連
合

会
総
会
（
プ
リ
ン
ス
パ

ー
ク
タ
ワ
ー
東
京
）

神
社
本
庁
地
区
講
師
連

絡
会
（
神
社
本
庁
）

神
社
庁
祭
式
講
師
研
修

会
（
國
學
院
大
學
）

不
活
動
神
社
対
策
委
員

会
（
神
社
庁
）

神
道
政
治
連
盟
時
局
対

策
連
絡
会
議
（
自
由
民

主
党
本
部
）

神
政
連
県
本
部
常
任
委

員
会
（
神
社
庁
）、
東

山
梨
・
東
八
代
支
部
祭

式
研
修
会
（
神
社
庁
）

浦
安
の
舞
研
修
会

神
宮
大
麻
暦
頒
布
春
季

推
進
会
議
（
神
宮
会
館
）

神
宮
大
麻
暦
頒
布
向
上

計
画
研
修
会
（
神
宮
会

館
）
、
教
化
委
員
会

（
神
社
庁
）

庁
報
委
員
会
（
神
社
庁
）

一
都
七
県
神
政
連
本
部

長
・
幹
事
長
・
事
務
局

長
会
議
（
埼
玉
）

憲
法
改
正
講
演
会
開
催

実
行
委
員
会
（
自
民
党

県
連
）

神
社
本
庁
理
事
会
（
神

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

庁
　
務
　
日
　
誌
　
抄

庁
　
務
　
日
　
誌
　
抄

祭
　
儀
　
関
　
係
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神
社
本
庁
・
神
社
庁
・
神
政
連
・
総
代
会



議
員
会
（
神
社
庁
）
、

神
政
連
自
民
党
県
連
打

合
せ
（
自
民
党
県
連
）

神
社
庁
シ
ス
テ
ム
運
用

管
理
検
討
部
会
（
神
社

本
庁
）

東
山
梨
支
部
定
例
総
会

（
山
梨
市
民
会
館
）、
神

社
本
庁
臨
時
理
事
会

（
神
社
本
庁
）

雅
楽
研
修
会
（
神
社
庁
）

全
国
神
社
総
代
会
役
員

会
（
埼
玉
）

全
国
神
社
総
代
会
大
会

（
埼
玉
）

平
成
二
十
九
年
度
神
社

庁
祭
式
講
師
研
究
会

（
神
社
本
庁
）

神
社
本
庁
理
事
会
（
神

社
本
庁
）

神
宮
大
麻
暦
頒
布
秋
季

推
進
会
議
（
神
宮
会

館
）、
伊
勢
神
宮
崇
敬

会
地
方
本
部
事
務
局
長

会
（
神
宮
会
館
）、
神

社
庁
長
懇
話
会
（
神
宮

会
館
）

神
社
庁
長
会
（
神
宮
司
庁
）

国
旗
掲
揚
推
進
委
員
会

（
神
社
庁
）

役
員
会
（
神
社
庁
）
、

表
彰
委
員
会
（
神
社

庁
）、
過
疎
海
地
域
神

社
活
性
化
委
推
進
委
員

会
（
神
社
庁
）

不
活
動
神
社
対
策
委
員

会
（
神
社
庁
）
、
顧

問
・
参
与
会
（
ホ
テ
ル

談
露
館
）

神
社
庁
シ
ス
テ
ム
運
用

管
理
検
討
部
会
（
神
社

本
庁
）、
庁
報
委
員
会

（
神
社
庁
）

三
・
一
四

三
・
一
六

三
・
一
八

三
・
二
二

三
・
二
三

〜
二
四

三
・
二
九

三
・
三
〇

三
・
三
一

四
・
　
三

四
・
　
五

四
・
一
〇

四
・
一
三

四
・
一
三

〜
一
四

四
・
一
七

四
・
一
八

〜
一
九

四
・
二
〇

四
・
二
七

五
・
　
七

五
・
　
九

五
・
一
二

五
・
一
五

五
・
一
六

五
・
一
八

五
・
一
九

五
・
二
〇

五
・
二
二

〜
二
六

五
・
二
三

五
・
二
九

五
・
三
〇

五
・
三
一

六
・
　
五

六
・
　
七

六
・
　
八

〜
九

六
・
　
八

六
・
一
三

六
・
一
四

〜
一
五

六
・
一
四

六
・
一
五

六
・
一
六

六
・
一
八

六
・
一
九

六
・
二
二

六
・
二
三

社
本
庁
）、
庁
長
懇
話

会
（
明
治
記
念
館
）

神
社
庁
長
会
（
神
社
本

庁
）、
皇
室
普
及
委
員

会
（
神
社
本
庁
）

国
旗
掲
揚
推
進
委
員
会

（
神
社
庁
）

峡
南
・
峡
中
・
峡
北
支

部
祭
式
研
修
会
（
神
社

庁
）

役
員
会
（
神
社
庁
）

一
都
七
県
事
務
担
当
者

会
（
熱
海
）

國
神
社
参
拝
・
恵
比

寿
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス

の
旅
（
一
八
二
名
）
、

美
し
い
日
本
の
憲
法
を

つ
く
る
国
民
の
会
全
国

代
表
者
会
（
衆
議
院
会

館
）、
美
し
い
日
本
の

憲
法
を
つ
く
る
国
民
の

会
中
央
大
会
（
憲
政
記

念
館
）

国
旗
掲
揚
推
進
委
員
会

（
神
社
庁
）

庁
報
委
員
会
（
神
社
庁
）

憲
法
改
正
講
演
会
開
催

実
行
委
員
会
（
自
民
党

県
連
）

神
道
公
演
全
国
協
議
会

打
合
せ
（
東
郷
記
念
館
）

庁
報
委
員
会
（
神
社
庁
）

憲
法
改
正
を
学
ぶ
講
演

会
（
コ
ラ
ニ
ー
文
化
ホ

ー
ル
）

全
国
神
社
総
代
会
幹
部

研
修
会
（
三
重
県
）

全
国
神
社
総
代
会
大
会

旅
行
打
合
せ
（
神
社
庁
）

神
社
本
庁
理
事
会
（
神

社
本
庁
）

神
社
本
庁
評
議
員
一
都

七
県
の
会
（
明
治
記
念

館
）、
番
町
政
策
研
究

所
（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
東

京
）

役
員
会
（
神
社
庁
）

打
田
文
博
氏
の
神
道
政

治
連
盟
会
長
就
任
を
祝

う
会
並
び
に
神
政
連
山

梨
県
本
部
懇
親
会
（
甲

府
富
士
屋
ホ
テ
ル
）
、

峡
南
支
部
神
社
総
代
会

総
会
（
三
珠
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
）

神
社
庁
シ
ス
テ
ム
運
用

管
理
検
討
部
会
（
神
社

本
庁
）

埼
玉
県
神
社
庁
庁
舎
竣

工
祝
賀
会
（
埼
玉
）

全
国
神
社
総
代
会
大
会

旅
行
打
合
せ
（
神
社
庁
）

甲
府
支
部
祭
式
研
修
会

（
神
社
庁
）

教
化
委
員
会
（
神
社
庁
）

国
旗
掲
揚
推
進
委
員
会

（
山
梨
市
民
会
館
）、
庁

報
委
員
会
（
神
社
庁
）

東
八
代
支
部
合
同
総
会

（
淺
間
神
社
）

神
社
本
庁
評
議
員
会
他

諸
会
議

清
和
政
策
研
究
所
（
グ

ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
）

役
員
会
（
神
社
庁
）
、

表
彰
委
員
会
（
神
社

庁
）
、
初
任
講
師
会

（
神
社
庁
）

神
奈
川
県
神
社
庁
庁
舎

竣
工
祝
賀
会
（
神
奈
川
）

南
都
留
・
北
都
留
支
部

祭
式
研
修
会
（
牛
倉
神

社
）、
峡
北
支
部
神
社

総
代
会
通
常
総
会
（
魚

光
会
館
）

北
方
領
土
返
還
請
求
運

動
山
梨
県
民
会
議
常
任

理
事
会
（
ベ
ル
ク
ラ
シ

ッ
ク
）、
北
方
領
土
返

還
請
求
運
動
山
梨
県
民

会
議
理
事
会
（
ベ
ル
ク

ラ
シ
ッ
ク
）、
北
方
領

土
返
還
請
求
運
動
山
梨

県
民
会
議
総
会
（
ベ
ル

ク
ラ
シ
ッ
ク
）

憲
法
改
正
を
学
ぶ
講
演

会
慰
労
会
（
ホ
テ
ル
談

露
館
）

神
宮
評
議
員
会
（
伊
勢

神
宮
）

教
化
委
員
会
事
業
部
会

（
長
塚
神
社
）

本
部
長
・
事
務
局
長
連

絡
会
（
神
社
本
庁
）
、

神
道
政
治
連
盟
国
会
議

員
懇
談
会
合
同
懇
談
会

（
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
）

事
務
担
当
者
研
修
会

（
神
社
本
庁
）

神
道
政
治
連
盟
中
央
委

員
会
（
神
社
本
庁
）
、

女
子
神
職
祭
式
研
修
会

（
神
社
庁
）

過
疎
化
地
域
神
社
活
性

化
推
進
施
策
説
明
会

（
神
社
本
庁
）、
神
社
庁

シ
ス
テ
ム
運
用
管
理
検

討
部
会
（
神
社
本
庁
）

神
社
庁
シ
ス
テ
ム
運
用

管
理
検
討
部
会
（
神
社

本
庁
）

神
社
検
定
（
神
社
庁
）

長
崎
池
田
庁
長
特
級
昇

進
祝
賀
会
（
長
崎
）

役
員
会
（
神
社
庁
）
、

予
算
委
員
会
（
神
社

庁
）、
身
分
選
考
委
員

会
（
神
社
庁
）

峡
中
神
社
総
代
会
支
部

総
会
（
櫛
形
生
涯
学
習

勢
イ
ン
タ
ー
）

六
・
二
六

六
・
二
七

七
・
一
〇

〜
一
四

七
・
一
一

七
・
一
三

七
・
一
四

七
・
一
八

七
・
二
〇

〜
二
一

七
・
二
三

七
・
二
五

七
・
二
七

七
・
二
八

八
・
　
二

八
・
　
四

八
・
　
七

〜
八

八
・
一
〇

〜
一
一

八
・
一
〇

八
・
一
八

教
化
委
員
会
（
神
社
庁
）

庁
報
委
員
会
（
神
社
庁
）

一
都
七
県
神
社
庁
連
合

会
第
五
十
五
回
中
堅
神

職
研
修
会
（
乙
）（
明

治
神
宮
）

庁
報
委
員
会
（
神
社
庁
）

甲
府
支
部
神
職
・
総

代
・
神
社
関
係
者
合
同

総
会
、
研
修
会
（
ベ
ル

ク
ラ
シ
ッ
ク
）

禊
錬
成
研
修
会
（
瑞
牆

山
）

過
疎
化
地
域
神
社
活
性

化
推
進
委
員
会
（
神
社

庁
）

神
社
本
庁
理
事
会
（
神

社
本
庁
）

緑
陰
子
供
会
（
長
塚
神

社
）

神
政
連
県
本
部
三
役
会

（
神
社
庁
）

北
都
留
神
社
総
代
会
定

期
総
会
（
大
月
市
民
会

館
）、
国
旗
掲
揚
推
進

委
員
講
演
（
笠
屋
神
社
）

国
旗
掲
揚
推
進
委
員
会

（
神
社
庁
）

山
梨
県
神
社
総
代
会
監

査
（
神
社
庁
）、
神
政

連
山
梨
県
本
部
（
監

査
）、
峡
北
支
部
通
常

総
会
（
魚
光
会
館
）

神
社
庁
監
査
（
神
社
庁
）

親
子
参
宮
団
（
伊
勢
神

宮
）

一
都
七
県
教
化
担
当
者

会
（
埼
玉
）

役
員
会
（
神
社
庁
）
、

山
梨
県
神
社
庁
協
議
員

会
（
神
社
庁
）

神
政
連
山
梨
県
本
部
代

議
員
会
（
神
社
庁
）
、

山
梨
県
神
社
総
代
会
評

八
・
二
三

八
・
二
五

九
・
　
四

〜
五

九
・
　
五

九
・
　
六

〜
七

九
・
　
七

〜
八

九
・
一
一

〜
一
二

九
・
一
七

九
・
一
八

九
・
二
〇

九
・
二
五

九
・
二
八

九
・
二
九
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山梨県神社庁経常費歳入歳出決算　自　平成28年７月１日　至　平成29年６月30日 

山梨県神社庁経常費歳入歳出予算　自　平成29年７月１日　至　平成30年６月30日 

款項　　科　　目 

神社本庁幣帛料 
負 担 金  
本 庁 協 賛 金  
神 社 負 担 金  
神 職 負 担 金  
特別神社寄贈金 
神宮奉賛活動推進費 
交 付 金  
神宮神徳宣揚費 
神社本庁交付金 

財 産 収 入  
神 殿 奉 納 金  
財 産 利 子  
預 金 利 子  

諸 収 入  
郷 土 暦 頒 布 費  
手数料並授与料 
雑 収 入  
特 別 納 付 金  

当 初 運 営 金  
繰 越 金  
歳 入 合 計  

 
款項　　科　　目 

幣 帛 料  
神宮神徳宣揚費 
本庁特別納付金 
支 部 交 付 金  

会 議 費  
役 員 会 費  
委 員 会 費  
関 係 者 大 会 費  
参 与 会 費  

給 料 及 諸 給 与  
給 料  
諸 給 手 当  
賞 与  
傭 人 料  
社会保険・厚生年金 
福 利 厚 生 費  

庁 費  
備 品 費  
文 房 具 費  
図 書 印 刷 費  
消 耗 品 費  
光 熱 水 費  

通 信 運 搬 費  
賄 費  
旅 費  
交 際 費  
慶 弔 費  
雑 費  
車両維持管理費  

事 業 費  
教 化 関 係 費  
教 化 委 員 会 費  
地 方 研 修 所 費  
講 習 会 助 成 費  
庁 報 発 行 費  
郷 土 暦 調 整 費  
神宮奉賛活動推進費 
指定団体補助金 
神社本庁協賛金 
表 彰 費  
神 社 調 査 費  
諸 祭 寄 贈 金  
一都七県当番県助成金 

神社本庁負担金 
大 麻 暦 頒 布 費  
頒 布 始 祭 費  
郷土暦頒布交付金 
荷 造 発 送 費  
雑 費  
派 遣 費  
評 議 員 派 遣 費  
一都七県連合会派遣費 
神宮奉仕員派遣費 
事務担当者派遣費 
会 館 運 営 費  
神 殿 費  
借 地 費  
営 繕 費  
管 理 費  
諸 費  
資金財産造成費 
基本財産造成費 
予備資金積立金 
職員退職金積立金 
会館維持資金積立金 
神宮式年遷宮積立金 
分 担 金  
運営資金積立金 
次年度当初運営金 
予 備 費  
歳 出 合 計  

384,000 
22,719,800 
620,000 

11,361,800 
8,408,000 
1,930,000 
400,000 

49,129,600 
48,200,000 
929,600 
13,398 
10,000 
2,621 
777 

5,288,568 
2,110,350 
1,364,000 
684,218 
1,130,000 
6,000,000 
9,466,279 
93,001,645

430,000 
30,986,048 
9,656,048 
21,330,000 
4,096,590 
1,682,007 
94,295 

1,900,000 
420,288 

16,613,189 
8,834,400 
2,162,960 
3,312,900 

0 
2,256,489 
46,440 

6,648,088 
750,273 
26,319 
146,039 
356,430 
878,473 

632,385 
13,070 

1,692,672 
1,025,140 
235,598 
29,219 
862,470 
8,674,283 
986,694 
2,677,877 
398,468 
8,260 

1,084,320 
1,053,864 
400,000 
1,220,000 
465,000 
114,829 
164,971 
100,000 

0 
4,564,350 
975,750 
80,000 
633,105 
24,645 
238,000 
1,077,122 
233,400 
702,230 
10,000 
131,492 
667,957 
167,629 
200,000 
27,000 
185,328 
88,000 

2,520,000 
10,000 
10,000 

1,000,000 
500,000 
1,000,000 
400,000 
800,000 
6,000,000 

0 
84,453,377

380,000 
22,706,800 
620,000 

11,359,800 
8,397,000 
1,930,000 
400,000 

48,900,000 
47,700,000 
1,200,000 
14,000 
10,000 
2,000 
2,000 

4,450,932 
2,000,000 
800,000 
550,932 
1,100,000 
6,000,000 
8,548,268 
91,000,000

28年度決算額 
 

28年度決算額 
 

本年度予算額 
 

本年度予算額 
 450,000 

30,910,000 
9,700,000 
21,210,000 
4,400,000 
1,900,000 
200,000 
1,600,000 
700,000 

17,170,360 
8,923,200 
2,200,960 
3,346,200 
100,000 
2,500,000 
100,000 
8,250,000 
900,000 
50,000 
200,000 
500,000 
1,100,000 

800,000 
50,000 

2,000,000 
1,200,000 
250,000 
100,000 
1,100,000 
9,405,000 
1,000,000 
2,500,000 
900,000 
50,000 

1,200,000 
1,100,000 
400,000 
1,220,000 
465,000 
150,000 
300,000 
120,000 

 
4,600,000 
1,000,000 
80,000 
700,000 
50,000 
170,000 
1,460,000 
300,000 
900,000 
10,000 
250,000 
1,100,000 
200,000 
200,000 
300,000 
300,000 
100,000 
3,020,000 
10,000 
10,000 

1,500,000 
500,000 
1,000,000 
1,100,000 
800,000 
6,000,000 
1,334,640 
91,000,000

歳　　入　　の　　部 
 

歳　　出　　の　　部 
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歳　　入　　の　　部 
款項　　科　　目 

諸 収 入  
負 担 金  
協 賛 金  
寄 付 金  
雑 収 入  

前 年 度 繰 越 金  
歳 入 合 計  

歳　　出　　の　　部 
款項　　科　　目 

諸 支 出  
備 品 費  
文 房 具 費  
図 書 印 刷 費  
通 信 運 搬 費  

消 耗 品 費  
旅 費  
手 当  
慶 弔 費  
役 員 会 費  
雑 費  
全国神社総代会代議員派遣費 
負 担 金  
事 業 費  
神社振興対策費 
講 演 会 費  
功 績 者 表 彰 費  
研 修 費  
全国総代会積立 
総 会 費  
予備資金積立金 
予 備 費  
歳 出 合 計  

28年度決算額 本年度予算額 

本年度予算額 28年度決算額 

山梨県神社庁総代会経常費歳入歳出決算　自　平成28年７月１日　至　平成29年６月30日 
山梨県神社庁総代会経常費歳入歳出予算　自　平成29年７月１日　至　平成30年６月30日 

歳　　入　　の　　部 
款項　　科　　目 

会 費  

特 別 協 賛 金  

法 人 寄 付  

個 人 寄 付  

雑 収 入  

当初運営資金繰入金 

前 年 度 繰 越 金  

歳 入 合 計  

歳　　出　　の　　部 
款項　　科　　目 
経 常 費  
人 件 費  
備 品 消 耗 費  
事 務 所 費  
政 治 活 動 費  
組 織 活 動 費  
調 査 研 究 費  
寄 付 金 交 付 金  
研 修 費  
一都七県積立金 
運営資金積立金 
一都七県会議費 
そ の 他 の 経 費  
運営基金積立金 
一都七県積立金 
運営資金積立金 

当初運営資金繰出金 
予 備 費  
歳 出 合 計  

28年度決算額 

1,875,000 

356,000 

1,369,076 

1,475,672 

31 

 

116,376 

5,192,155

本年度予算額 

1,900,000 

359,000 

1,125,000 

1,500,000 

4,288 

50,000 

161,712 

5,100,000

28年度決算額 
247,922 
150,000 
20,000 
77,922 

4,782,521 
1,545,717 
185,000 
1,953,900 
733,604 
100,000 
50,000 
91,500 
122,800 

 
 
 
 
0 

5,030,443

本年度予算額 
250,000 
150,000 
20,000 
80,000 

4,555,000 
1,545,000 
200,000 
1,985,000 
650,000 

 
 

110,000 
65,000 
150,000 
100,000 
50,000 
50,000 
95,000 

5,100,000

神政連山梨県本部歳入歳出決算  
自　平成28年７月１日　至　平成29年６月30日 

神政連山梨県本部歳入歳出予算  
自　平成29年７月１日　至　平成30年６月30日 
 

3,059,125 
1,554,100 
1,443,000 

0 
62,025 

3,002,990 
6,062,115

3,022,276 
1,553,850 
1,443,000 
5,000 
20,426 

2,677,724 
5,700,000

453,277 
596 
5,784 
0 

8,219 

4,456 
78,950 
120,000 
77,832 
33,560 
28,360 
95,520 
173,900 
2,657,214 
242,944 

0 
39,270 
475,000 
300,000 
1,600,000 
100,000 

0 
3,384,391

860,000 
5,000 
10,000 
5,000 
30,000 

10,000 
300,000 
120,000 
80,000 
100,000 
50,000 
150,000 
173,900 
4,400,000 
1,400,000 
100,000 
100,000 
700,000 
300,000 
1,800,000 
100,000 
166,100 
5,700,000

神
社
庁
長

◆
東
山
梨
支
部

諏
訪
神
社
　
関
口
澄
則
、
奥
山
正

光
、
町
田
幹
人
、
雨
宮
盛
也
、
中

村
寿
美
子
、
有
賀
充
、
村
田
保
、

高
橋
弘

若
松
神
社
　
天
野
経
廣

◆
峡
南
支
部

八
幡
神
社
　
海
野
利
彦
　

浅
間
神
社
　
望
月
藤
一
、
佐
野
幸

弘◆
峡
中
支
部

若
宮
神
社
　
小
林
一
臣
、
中
込
正

純若
宮
神
社
　
齊
藤
竹
利

◆
峡
北
支
部

武
田
八
幡
宮
　
石
原
佑
一

御
名
方
神
社
　
清
水
謙
雄
、
今
溝

照
男

◆
南
都
留
支
部

冨
士
御
室
浅
間
神
社
　
大
石
良
範

浅
間
神
社
　
本
庄
利
久
、
羽
田
政

三
、
中
田
昇
、
長
谷
川
智
、
第
九

組
、
第
十
組

白
山
神
社
　
外
川
幸
一

小
篠
神
社
　
相
川
猛
、
㈱
中
村
製

作
所
、
滝
口
幸
男
、
加
賀
公
英
、

堀
口
一
成
、
斉
藤
八
郎
、
高
橋
璋
、

斉
藤
知
治
、
杉
本
光
司
、
中
野
久
、

渡
辺
良
二
、
山
本
美
正
、
小
野
武

彦
、
中
野
忠
雄
、
佐
藤
竹
勇
、
菊

地
清
、
堀
口
昭
雄
、
渡
辺
猛
、
椚

原
芳
彦
、
菊
地
敏
彦
、
高
橋
徹
、

中
野
嘉
一
、
中
野
為
雄
、
天
野
珪
、

渡
辺
豊
治
、
杉
田
美
司
、
高
山
昭

彦
、
渡
辺
敏
博
、
斉
藤
博
忠
、
水

庭
次
男
、
斎
藤
愛
夫
、
長
谷
時
利
、

渡
辺
正
、
堀
口
校
、
渡
辺
一
由
、

山
下
明
、
小
林
常
春
、
高
部
貞
夫
、

中
野
久
男
、
渡
辺
定
夫
、
羽
田
義

和
、
小
俣
実
、
高
橋
保
次
、
佐
藤

勝
、
中
野
宗
夫
、
杉
本
哲
男

八
王
子
神
社
・
筒
口
神
社
　
参
弐

会
、
辰
巳
会

生
出
神
社
　
水
野
義
昭

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

金
品
寄
付
者
に
対
し
て
感
謝
状
贈
呈

金
品
寄
付
者
に
対
し
て
感
謝
状
贈
呈
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訂
　
　
正

一
七
八
号
十
一
項
「
第
二

十
三
回
神
青
協
一
都
七
県
協

議
会
総
会
報
告
」
の
記
事
中

「
山
梨
県
神
道
青
年
会
事
業
部

長
　
小
佐
野
　
正
宗
」
と
あ

る
の
は
誤
り
で
、
正
し
く
は

「
山
梨
県
神
道
青
年
会
事
業
部

長
　
小
佐
野
　
正
崇
」
で
し

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
致
し

ま
す
。
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平
成
二
十
九
年
度
の
神
宮
大
麻
暦

頒
布
始
祭
が
九
月
十
七
日
午
前
十

時
、
神
宮
内
宮
神
楽
殿
に
て
斎
行
さ

れ
ま
し
た
。
台
風
十
八
号
が
接
近
す

る
天
候
で
し
た
が
、
日
曜
日
と
い
う

事
も
あ
り
伊
勢
の
地
は
参
拝
者
が
多

く
、
境
内
は
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

前
日
に
は
恒
例
の
ご
招
宴
が
開
か

れ
、
小
松
大
宮
司
様
よ
り
ご
挨
拶
を

賜
り
、
乾
杯
後
は
ご
参
集
の
皆
様
と

親
し
く
懇
親
を
深
め
、
盛
大
な
宴
と

な
り
ま
し
た
。

十
七
日
当
日
は
時
折
激
し
い
雨
が

降
る
中
で
し
た
が
、
外
宮
・
内
宮
を

参
拝
し
、
そ
の
後
神
楽
殿
に
於
い
て

頒
布
始
祭
に
参
列
。
各
県
神
社
庁
長

に
神
宮
大
麻
が
頒
た
れ
、
引
き
続
き

お
神
楽
の
奉
奏
（
此
の
大
々
神
楽
は

神
社
本
庁
が
奉
納
）、
神
宮
会
館
に

移
動
し
直
会
・
昼
食
を
摂
り
、
そ
の

後
大
講
堂
に
て
平
成
二
十
九
年
度
神

宮
大
麻
暦
頒
布
表
彰
式
・
秋
季
推
進

会
議
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
表
彰

式
で
は
特
別
表
彰
頒
布
優
良
奉
仕
者

三
十
六
名
の
名
前
が
読
み
上
げ
ら

れ
、
山
梨
県
で
は
武
田
神
社
禰
宜
内

藤
寛
氏
が
表
彰
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

推
進
会
議
で
は
前
年
度
の
頒
布
結

果
が
報
告
さ
れ
、
今
後
の
対
策
等
を

評
議
し
ま
す
が
こ
こ
数
年
減
体
し
て

お
り
、
今
回
は
前
年
比
で
約
三
万
体

の
減
体
と
な
り
ま
し
た
。
地
方
で
は

人
口
の
減
少
、
都
市
部
で
は
逆
に
増

え
て
い
る
が
神
棚
祭
祀
に
無
関
心
で

あ
る
、
マ
ン
シ
ョ
ン
住
人
に
は
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
の
厳
重
化
に
よ
り
、
住
人

と
接
触
出
来
ず
頒
布
活
動
事
態
が
難

し
い
と
現
状
報
告
さ
れ
た
。
亦
各
地

の
人
口
の
増
減
に
つ
い
て
は
行
政
の

Ｈ
Ｐ
で
確
認
が
可
能
で
あ
り
、
本
務

及
び
兼
務
神
社
の
氏
子
世
帯
数
の
再

度
確
認
を
行
っ
て
頂
き
た
い
と
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

推
進
会
議
座
長
よ
り
は
「
神
宮
大

麻
頒
布
は
、
昔
も
今
も
そ
し
て
未
来

も
変
わ
る
事
が
な
い

我
々
神
職
の

永
遠
の
テ
ー
マ
で
あ
り
、
終
わ
り
の

な
い
も
の
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

昨
今
、
世
間
は
御
朱
印
ブ
ー
ム
で
神

社
仏
閣
に
関
心
を
持
つ
人
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
神
明
奉
仕
す
る
者
と
し

て
神
社
祭
祀
と
家
庭
祭
祀
に
つ
い
て

改
め
て
考
え
、
再
度
正
し
く
理
解
し
、

参
詣
者
に
更
な
る
崇
敬
心
を
も
っ
て

貰
え
る
よ
う
接
し
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

第
五
十
三
回
全
国
神
社
総
代
会
大

会
が
九
月
六
日
、
埼
玉
県
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
に
、
全
国

か
ら
二
千
六
百
余
名
の
神
社
総
代
が

出
席
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
県

総
代
会
で
は
バ
ス
三
台
に
分
乗
し
、

百
五
十
名
が
大
会
会
場
に
向
か
い
ま

し
た
。

大
会
は
午
後
一
時
よ
り
清
興
の

関
東
の
神
楽
の
源
流
と
さ
れ
る
、

「
土
師
一
流
催
馬
楽
神
楽
」
か
ら
始

ま
り
、
続
い
て
の
記
念
講
演
は
講
師

に
落
語
家
林
家
た
い
平
師
匠
に
よ
る

「
笑
顔
の
も
と
に
笑
顔
が
集
ま
る
」

の
演
題
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
落
語
と

云
う
も
の
は
、
言
葉
に
よ
っ
て
人
の

心
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
も
の
で
あ
る
。

デ
ザ
イ
ン
は
人
を
幸
せ
に
す
る
た
め

に
あ
る
、
又
師
匠
が
子
供
の
頃
の
神

社
は
、
暮
ら
し
の
中
に
神
様
が
密
着

し
誰
も
が
親
し
み
を
持
ち
、
子
供
達

も
遊
べ
る
よ
う
な
神
社
で
あ
っ
た

等
、
皆
の
笑
い
を
さ
そ
い
な
が
ら
、

心
に
残
る
講
演
で
し
た
。

そ
の
後
式
典
に
入
り
、
開
会
の
辞

を
、
地
元
埼
玉
県
総
代
会
の
大
野
光

政
副
会
長
が
行
い
、
神
宮
遥
拝
、
国

歌
斉
唱
に
続
き
、
主
催
者
代
表
の
三

村
会
長
の
代
わ
り
に
、
国
分
副
会
長

が
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
神

社
功
労
者
の
表
彰
が
あ
り
、
本
県
は

富
士
吉
田
北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社

役
員
、
神
楽
利
行
氏
と
大
月
春
日
神

社
役
員
、
棚
本
佳
秀
の
二
名
が
受
賞

し
ま
し
た
。
次
に
来
賓
の
神
社
本
庁

北
白
川
道
久
統
理
、
神
宮
小
松
揮
世

久
大
宮
司
を
始
め
、
神
道
政
治
連
盟

打
田
文
博
会
長
、
両
参
議
院
議
員
山

谷
え
り
子
・
有
村
治
子
、
そ
し
て
埼

玉
県
上
田
清
司
知
事
が
、
そ
れ
ぞ
れ

来
賓
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
来
賓
の
紹

介
、
祝
電
の
披
露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
に
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
埼
玉
県

総
代
会
大
野
隆
司
氏
が
謝
辞
を
行
い

ま
し
た
。
次
に
平
成
二
十
九
年
度
事

業
計
画
報
告
、
大
会
宣
言
、
次
期
大

会
開
催
地
は
熊
本
県
で
、
九
月
二
十

六
日
予
定
と
の
発
表
が
あ
り
、
開
催

地
を
代
表
し
て
三
角
総
代
会
長
が
、

被
災
地
の
熊
本
県
が
開
催
地
を
受
け

る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
が
、
万
難

を
排
し
て
受
け
入
れ
る
と
の
言
葉
が

あ
り
印
象
的
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
聖
寿
万
歳
奉
唱
、
閉
会
の
辞
で
盛
会

の
う
ち
に
大
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

私
共
は
日
帰
り
の
コ
ー
ス
で
あ
り
ま

し
た
の
で
、
一
泊
の
コ
ー
ス
の
方
達
と

別
れ
て
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

植

松

真

芳

東
八
代
支
部
　
副
支
部
長

神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
祭

棚

本

佳

秀

北
都
留
支
部
総
代
会
　
会
長

全
国
神
社
総
代
会
大
会
に
参
加
し
て

は
じ
い
ち
り
ゅ
う
さ
い
ば
ら
か
ぐ
ら



去
る
九
月
五
日
に
「
人
霊
祭
祀
、

顕
彰
と
継
承
と
」
を
主
題
と
し
て
、

第
三
十
五
回
神
社
本
庁
神
道
教
学
研

究
大
会
が
、
神
社
本
庁
大
講
堂
で
開

催
さ
れ
、
神
職
、
教
学
顧
問
・
教
学

委
員
・
研
修
委
員
、
各
神
職
養
成
機

関
の
教
職
員
、
神
社
庁
研
修
所
講
師

な
ど
約
九
十
人
が
参
加
し
た
。

同
大
会
で
は
第
三
十
三
回
、
第
三

十
四
回
と
続
け
て
「
人
霊
祭
祀
」
を

主
題
に
掲
げ
、
古
代
か
ら
近
代
ま
で

の
人
霊
祭
祀
を
検
証
し
そ
の
思
想
的

展
開
に
焦
点
を
当
て
て
き
た
。
今
大

会
で
は
過
去
二
回
の
成
果
を
踏
ま

え
、
改
め
て
近
代
に
視
点
を
戻
し
、

偉
人
顕
彰
と
そ
の
祭
祀
に
注
目
す
る

こ
と
で
、
我
が
国
の
「
人
霊
祭
祀
」

の
伝
統
、「
人
を
祀
る
」
と
い
う
信

仰
的
営
み
を
再
確
認
し
、
教
学
的
な

位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

趣
旨
と
し
て
お
り
、
そ
の
偉
人
顕
彰

の
代
表
的
事
例
の
一
つ
と
し
て
、
大

正
八
年
に
創
建
さ
れ
た
、
郷
土
の
英

雄
武
田
信
玄
公
を
奉
祀
す
る
武
田
神

社
の
創
建
を
、
事
例
報
告
と
し
て
講

演
し
て
ほ
し
い
と
の
要
請
が
、
神
社

本
庁
よ
り
私
に
下
命
が
あ
り
、
登
壇

の
運
び
と
な
っ
た
。

午
前
九
時
三
十
分
に
開
会
し
、
佐

賀
県
・
龍
造
寺
八
幡
宮
禰
宜
の
江
頭

慶
宣
氏
、
國
學
院
大
學
教
授
の
藤
田

大
誠
氏
、
國
大
准
教
授
の
宮
本
誉
士

氏
が
そ
れ
ぞ
れ
発
題
を
行
い
、
福
岡

県
・
篠
山
神
社
宮
司
の
山
田
茂
人

氏
、
神
社
本
庁
総
合
研
究
部
研
究
祭

務
課
長
の
浅
山
雅
司
氏
と
、
私
が
事

例
報
告
を
述
べ
、
引
き
続
き
、
國
學

院
大
學
教
授
阪
本
是
丸
氏
と
皇
學
館

大
学
教
授
の
松
本
丘
氏
を
コ
メ
ン
テ

ー
タ
ー
に
加
え
、
発
題
者
・
報
告
者

を
交
え
て
共
同
討
議
を
行
っ
た
。

今
回
の
講
師
を
務
め
る
こ
と
に
よ

り
、
改
め
て
武
田
神
社
創
建
に
至
る

ま
で
の
紆
余
曲
折
、
先
人
た
ち
の
一

方
な
ら
ぬ
労
苦
と
赤
誠
等
々
を
見
つ

め
直
す
の
に
、
ま
た
と
な
い
好
機
と

な
っ
た
の
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
平

成
三
十
一
年
の
武
田
神
社
御
鎮
座
百

年
に
向
け
、
今
ま
で
以
上
に
各
種
事

業
な
ど
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
の
思
い
を
新
た
に
し
た
次
第

で
あ
る
。

去
る
八
月
十
日
、
山
梨
県
神
社
庁

二
階
に
於
い
て
「
日
本
会
議
山
梨
県

本
部
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
神
職
総
代
を
は
じ
め
日
本
会
議

会
員
約
五
十
名
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。神

殿
拝
礼
、
国
歌
斉
唱
、
日
本
会

議
綱
領
唱
和
、
前
原
�
会
長
挨
拶
に

続
き
、
御
来
賓
で
あ
る
山
梨
県
神
社

庁
の
根
津
泰
昇
庁
長
、
山
梨
県
神
社

総
代
会
の
中
込
豊
秋
会
長
、
自
民
党

山
梨
県
連
会
長
の
ご
名
代
と
し
て
自

民
党
山
梨
県
連
幹
事
長
の
臼
井
成
夫

山
梨
県
議
会
議
員
、
堀
内
詔
子
衆
議

院
議
員
、
向
山
憲
稔
甲
府
市
議
会
議

員
よ
り
夫
々
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
た
後

に
、
事
務
局
よ
り
平
成
二
十
八
年
度

事
業
報
告
と
会
計
報
告
、
平
成
二
十

九
年
度
事
業
計
画
（
案
）
と
会
計
予

算
（
案
）
の
説
明
が
あ
り
、
特
に
意

義
も
な
く
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
日
本
会
議
「
日
本
女

性
の
会
」
の
荒
木
榮
子
事
務
局
長
よ

り
日
本
女
性
の
会
の
活
動
内
容
や
全

国
各
都
道
府
県
に
お
け
る
設
立
状
況

の
説
明
が
あ
り
、
山
梨
県
に
於
い
て

も
設
立
へ
向
け
た
活
動
提
言
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

質
疑
応
答
の
後
、
憲
法
改
正
啓
発

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
た
後
、「
美
し
い

日
本
の
憲
法
を
つ
く
る
国
民
の
会
キ

ャ
ラ
バ
ン
隊
」
か
ら
現
況
報
告
や
今

後
の
活
動
に
つ
い
て
の
提
言
が
な
さ

れ
、
聖
寿
万
歳
の
後
に
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。
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乙

黒

　

洋

武
田
神
社
　
権
禰
宜

第
三
十
五
回
神
社
本
庁

神
道
教
学
研
究
大
会
講
師
報
告

日
本
会
議
山
梨
県
総
会

美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く
る
山
梨
県
民
の
会
総
会

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
か
ら
の
提
言
報
告
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ま
ん
が
古
事
記

い
な
ば
の
し
ろ
う
さ
ぎ
（
第
一
話
）

「
全
国
神
社
保
育
団
体
連
合
会
」
提
供

問
い
合
わ
せ

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
一
│
一
│
二
　

神
社
本
庁
内

電
　
話

〇
三
│
三
三
七
九
│
八
〇
一
一

一
冊
　
一
二
〇
円

お
子
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
と
、

神
話
の
世
界
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

あ
ら
す
じ

大
国
主
命

お
お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と

に
は
沢
山

た
く
さ
ん

の
兄
弟

き
ょ
う
だ
い

が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
命

み
こ
と

は
あ
る

時と
き

、
お
兄に

い

さ
ん
た
ち
の

お
供と

も

で
旅た

び

に
出で

ま
し
た
。

す
る
と
、
海
岸

か
い
が
ん

で
赤
裸

あ
か
は
だ
か

に
な
っ
た
う
さ
ぎ
が
泣な

い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
命

み
こ
と

が
や
さ
し
く
声こ

え

を
お
か
け
に
な
る
と
、

う
さ
ぎ
は
そ
の
訳わ

け

を
話は

な

し
ま
し
た
。

そ
の
う
さ
ぎ
は
、
海う

み

の
向む

こ
う
側が

わ

に
住す

ん
で

い
ま
し
た
が
、
い
つ
も

こ
ち
ら
側が

わ

に
来き

て
み
た

い
と
思お

も

っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
海う

み

は
広ひ

ろ

く
て
と
て

も
う
さ
ぎ
に
は
泳お

よ

い
で

渡わ
た

る
こ
と
が
出
来

で

き

ま
せ

ん
。
そ
こ
で
う
さ
ぎ
は

一
計

い
っ
け
い

を
案あ

ん

じ
、
海う

み

に
住す

む
ワ
ニ
に
声こ

え

を
か
け
る

の
で
し
た
。

※
昔

む
か
し

は
サ
メ
類る

い

を
ワ
ニ

と
呼よ

ん
で
い
ま
し
た
。
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（
一
八
〇
号
　
第
二
話
へ
続
く
）
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去
る
八
月
十
日
、
さ
い
た
ま
新
都

心
・
ホ
テ
ル
ブ
リ
ラ
ン
テ
武
蔵
野
に

於
い
て
、
恒
例
の
一
都
七
県
神
社
庁

教
化
担
当
者
会
が
開
催
さ
れ
た
。

会
議
で
は
、
先
ず
神
社
本
庁
教
化

広
報
部
教
化
課
長
心
得
北
島
一
孝
氏

よ
り

・
神
社
本
庁
の
教
化
施
策
の
概
要

・
今
期
（
平
成
二
十
九
年
度
〜
三
十

一
年
度
）
の
教
化
実
践
目
標

・
過
疎
地
域
神
社
活
性
化
推
進
施
策

に
つ
い
て

・
平
成
二
十
九
年
度
五
月
定
例
評
議

員
会
提
出
議
案
に
つ
い
て

・
全
国
神
社
総
代
会
に
つ
い
て

等
、
神
社
本
庁
の
教
化
活
動
の
詳
細

な
説
明
が
な
さ
れ
、
各
都
県
に
あ
っ

て
は
こ
れ
ら
を
念
頭
に
積
極
的
な
教

化
活
動
の
展
開
が
求
め
ら
れ
た
。

第
二
に
、
当
番
の
埼
玉
県
よ
り
一

都
七
県
神
社
庁
教
化
共
同
企
画
の
廃

止
に
つ
い
て
提
案
が
な
さ
れ
た
。
こ

の
教
化
共
同
企
画
は
、
一
都
七
県
と

い
う
広
域
内
に
お
い
て
様
々
な
教
化

広
報
を
差
異
無
く
行
う
こ
と
で
、
財

政
的
に
も
効
果
の
面
で
も
成
果
を
上

げ
ま
た
各
都
県
の
教
化
の
格
差
解
消

も
狙
っ
て
過
去
十
六
年
に
亘
っ
て
行

わ
れ
て
き
た
が
、
当
番
が
各
都
県
を

二
巡
し
て
あ
る
一
定
の
意
義
･
効
果

が
得
ら
れ
た
こ
と
、
今
は
各
都
県
が

そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
合
わ
せ
た
活
動

を
充
実
さ
せ
た
方
が
よ
り
有
意
義
で

あ
る
と
意
見
が
あ
り
、
庁
長
会
に
廃

止
を
上
申
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ

た
。最

後
に
各
都
県
の
教
化
活
動
の
状

況
報
告
を
行
っ
て
本
年
の
教
化
担
当

者
会
を
修
了
し
た
。

中

村

宗

彦

教
化
委
員
長

一
都
七
県
神
社
庁
教
化
担
当
者
会

去
る
九
月
二
十
三
日
、
午
後
三
時
、

今
年
の
緑
陰
子
供
会
は
、
去
る
七
月

二
十
三
日
（
日
）
峡
中
支
部
の
長
塚

神
社
（
花
形
豊
宮
司
）
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
時
折
小
雨
の
降
る

曇
り
空
の
下
で
し
た
が
、
当
社
の
総

代
さ
ん
達
が
全
面
的
に
応
援
し
て
下

さ
り
、
境
内
に
テ
ン
ト
を
張
っ
た
り

テ
ー
ブ
ル
・
胡
床
の
設
営
、
片
付
け

等
々
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
が
出
来
ま
し

た
。
ま
た
当
日
の
昼
食
（
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
）
は
総
代
さ
ん
の
奥
様
達
が
総

て
用
意
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ご
協
力

に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

子
供
達
も
約
四
十
人
そ
れ
ぞ
れ
水

筒
な
ど
持
参
し
て
き
ま
し
た
が
、
天

候
に
恵
ま
れ
あ
ま
り
暑
く
な
く
、
熱

中
症
の
心
配
も
し
な
い
で
楽
し
い
一

日
を
過
ご
せ
た
と
思
い
ま
す
。

神
道
青
年
会
の
メ
ン
バ
ー
主
導
に

よ
る
ゲ
ー
ム
、
雅
楽
鑑
賞
、
行
灯
作

り
、
火
鑽
り
の
実
演
な
ど
の
行
事
に

参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
ま

っ
た
ば
か
り
の
夏
休
み
の
一
日
を
想

い
出
深
い
も
の
と
出
来
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
で
子

供
達
が
神
社
に
親
し
み
を
持
っ
て
く

れ
る
こ
と
が
出
来
、
彼
等
が
大
人
に

な
っ
て
氏
神
様
を
大
切
に
守
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

甲
斐
市
長
塚
地
区
は
戦
後
約
八
十

世
帯
で
し
た
が
、
現
在
は
ア
パ
ー
ト

や
マ
ン
シ
ョ
ン
含
め
る
と
約
千
二
百

五
十
世
帯
に
激
増
し
ま
し
た
が
、
氏

子
数
は
年
々
微
増
し
て
は
い
ま
す
が

現
在
約
三
百
四
十
世
帯
で
ま
だ
ま
だ

増
加
の
可
能
性
が
大
い
に
あ
り
ま
す
。

教
化
委
員
会
　
事
業
部
長

上
　
條
　
昭
　
宏

長
塚
神
社
総
代
長
　

五
　
味
　
武
　
彦

氏
子
以
外
の
皆
様
に
も
長
塚
神
社

を
よ
り
理
解
し
て
い
た
だ
く
方
法
を

模
索
し
て
い
ま
し
た
が
、
神
社
庁
で

緑
陰
子
供
会
の
企
画
を
知
り
、
今
回

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
神
社
庁
か
ら
沢
山
の
ス
タ

ッ
フ
の
ご
努
力
に
よ
り
、
ゲ
ー
ム
や

雅
楽
の
演
奏
、
行
灯
つ
く
り
な
ど
中

身
の
濃
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。
参
加
し
た
地
区
の
小
学
生
三
十

三
名
も
大
い
に
興
味
を
持
ち
、
楽
し

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
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も
し
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で
た
べ
た

カ
レ
ー
は
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で

す
。
あ
ん
ど
ん
づ
く
り
は
、
む
ず
か

し
か
っ
た
け
ど
、
さ
い
ご
に
は
う
ま

く
で
き
ま
し
た
。
ひ
き
り
は
、
お
に

い
さ
ん
が
あ
せ
を
か
い
て
い
っ
し
ょ

う
け
ん
め
い
に
火
を
お
こ
し
て
い
ま

し
た
。
火
を
つ
け
る
こ
と
は
た
い
へ

ん
だ
な
あ
と
お
も
い
ま
し
た
。

い
ち
に
ち
い
ろ
ん
な
こ
と
を
お
し

え
て
も
ら
っ
て
た
の
し
か
っ
た
で

す
。
じ
ん
じ
ゃ
は
と
て
も
た
い
せ
つ

な
ば
し
ょ
な
ん
だ
と
お
も
い
ま
し

た
。
ま
た
じ
ん
じ
ゃ
に
お
ま
い
り
を

し
た
い
で
す
。

緑
陰
子
ど
も
会
に
弟
と
参
加
し
ま

し
た
。
神
社
に
お
参
り
や
お
祭
り
で

行
っ
た
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
一
日

過
ご
す
事
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、

と
て
も
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。

始
め
に
神
社
の
参
ぱ
い
の
仕
方
を

教
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
次
は
ゲ
ー
ム

を
し
ま
し
た
。
じ
ゃ
ん
け
ん
や
は
な

い
ち
も
ん
め
を
し
て
み
ん
な
で
も
り

上
が
っ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

行
灯
作
り
は
、
組
み
合
わ
せ
て
形

に
す
る
の
が
難
し
か
っ
た
け
れ
ど
、

絵
に
色
を
ぬ
っ
て
貼
っ
た
り
し
て
自

分
だ
け
の
行
灯
が
出
来
て
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。

雅
楽
の
演
そ
う
は
お
祭
り
の
時
に

き
く
音
で
、
特
に
笛
の
音
が
と
て
も

い
い
音
で
し
た
。

昼
食
の
カ
レ
ー
は
一
生
け
ん
命
早

く
か
ら
作
っ
て
く
れ
て
お
い
し
く
て

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

最
後
の
く
じ
引
き
で
は
一
番
が
当

た
っ
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

神
社
で
一
日
過
ご
し
て
感
じ
た
事

は
お
参
り
や
お
祭
り
じ
ゃ
な
く
て
も

み
ん
な
が
集
ま
っ
て
楽
し
め
る
場
所

な
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
神
社
で
楽
し
め
る
子
ど
も
会

が
あ
っ
た
ら
参
加
し
た
い
で
す
。

今
度
、
八
月
七
日
八
日
、
山
梨
県

神
社
庁
教
化
委
員
会
主
催
に
よ
る
親

子
参
宮
団
に
参
加
し
家
族
で
伊
勢
の

地
へ
参
り
ま
し
た
。
今
回
は
神
職
子

弟
の
御
家
族
様
と
初
め
て
の
旅
行
で

し
た
の
で
期
待
と
不
安
で
し
た
が
、

旅
行
の
間
に
次
第
に
打
ち
解
け
て
大

変
親
睦
が
出
来
た
こ
と
に
一
安
心
で

し
た
。
又
今
回
台
風
五
号
の
最
接
近

と
重
な
り
、
変
更
に
つ
ぐ
変
更
に
伴

い
内
宮
御
神
楽
奉
納
と
御
垣
内
参
拝

の
み
と
な
り
ま
し
た
が
、
あ
の
物
凄

い
風
雨
の
強
い
中
で
の
参
拝
、
始
め

は
私
の
子
供
を
始
め
怖
い
思
い
を
し

た
よ
う
で
し
た
が
、
手
水
を
使
い
第

一
鳥
居
か
ら
子
供
達
は
不
思
議
な
こ

と
に
静
か
に
整
列
参
進
し
、
御
神
楽

も
騒
ぐ
こ
と
な
く
素
直
に
祓
い
を
受

け
、
御
垣
内
参
拝
も
全
員
参
拝
で
き

た
こ
と
は
、
子
供
達
は
こ
の
神
域
で

自
然
と
共
に
大
神
様
の
「
在
る
」
と

い
う
本
当
の
感
性
が
心
に
入
っ
て
き

た
の
か
と
畏
き
こ
と
と
感
じ
た
と
こ

ろ
で
す
。
一
日
目
と
裏
腹
に
台
風
一

過
の
二
日
目
は
本
田
技
研
鈴
鹿
製
作

所
を
見
学
し
、
そ
の
中
で
ホ
ン
ダ
ウ

ッ
ズ
の
杜
も
見
学
、
自
然
と
人
間
と

の
共
存
の
大
切
さ
を
教
わ
り
ま
し

た
。
今
回
は
子
供
に
と
っ
て
本
当
の

神
と
自
然
の
共
和
そ
し
て
畏
敬
と
い

う
心
を
育
ま
れ
た
貴
重
な
体
験
だ
っ

た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
こ

の
よ
う
な
機
会
を
頂
き
ま
し
た
教
化

委
員
会
様
に
対
し
厚
く
感
謝
を
申
し

上
げ
、
我
が
家
も
更
な
る
神
明
の
心

で
日
々
過
ご
し
て
参
り
た
い
と
思
う

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
の
夏
休
み
一
番
楽
し
み
に
し

て
い
た
こ
と
は
、
伊
勢
神
宮
に
行
く

こ
と
で
し
た
。
で
も
当
日
は
、
台
風

が
き
て
し
ま
っ
て
心
配
で
し
た
。
台

風
が
動
く
方
向
に
私
た
ち
も
行
く
の

で
い
っ
し
ょ
に
動
い
て
る
か
ん
じ
が

し
ま
し
た
。
伊
勢
神
宮
に
着
く
と
大

雨
な
の
で
、
カ
ッ
パ
を
き
て
行
き
ま

い
夏
の
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
、
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

こ
ど
も
た
ち
が
神
や
神
話
、
神
社

な
ど
日
本
の
心
を
未
来
に
引
き
継
い

で
く
れ
る
と
確
信
し
た
日
で
も
あ
り

ま
し
た
。
神
社
庁
の
方
々
や
宮
司
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
例
大
祭
ば
か
り
で
な
く
、

地
域
に
根
ざ
し
た
神
社
と
し
て
色
々

な
企
画
を
立
て
、
所
期
の
目
標
で
あ

る
氏
子
増
に
つ
な
が
れ
ば
と
願
っ
て

い
ま
す
。

な
つ
や
す
み
に
、
ち
か
く
の
な
が

つ
か
じ
ん
じ
ゃ
で
り
ょ
く
い
ん
こ
ど

も
か
い
が
あ
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
お
に
い
さ
ん
に
あ
そ
び
を
お
し
え

て
も
ら
っ
た
り
じ
ん
じ
ゃ
の
お
ま
い

り
の
し
か
た
を
お
し
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。
が
が
く
と
い
う
お
ん
が
く
を

き
か
せ
て
も
ら
っ
た
と
き
に
、
が
っ

き
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
あ
ん
ま
り
き
い
た
こ
と
の

な
い
き
ょ
く
で
し
た
が
、
き
れ
い
な

お
と
だ
と
お
も
い
ま
し
た
。

お
ひ
る
ご
は
ん
に
は
、
つ
く
っ
て

も
ら
っ
た
カ
レ
ー
を
た
べ
ま
し
た
。

い
た
だ
き
ま
す
や
ご
ち
そ
う
さ
ま
に

だ
い
じ
な
い
み
が
あ
る
と
い
う
こ
と

楽
し
か
っ
た
子
ど
も
会

敷
島
南
小
四
年
　

中
　
込
　
　
　
琴

冨
士
山
小
御
嶽
神
社
権
禰
宜

佐
々
木
　
浩
　
文

り
ょ
く
い
ん
さ
い

敷
島
南
小
一
年
　

よ
　
だ
　
は
る
と

初
め
て
の
伊
勢
神
宮

山
　
下
　
歌
　
菜
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し
た
。
う
じ
ば
し
の
か
か
っ
て
い
る

川
は
雨
で
水
の
量
が
と
て
も
、
増
え

て
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
そ
の

あ
と
、
さ
ん
ぱ
い
を
し
ま
し
た
。
そ

こ
は
、
ふ
つ
う
の
人
が
お
ま
い
り
で

き
な
い
所
に
入
っ
て
お
ま
い
り
で
き

て
と
て
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。
伊
勢
神
宮
に
は
、
神
社
に
あ
る

は
ず
の
こ
ま
犬
や
し
め
な
わ
が
無
い

と
言
う
話
や
ご
し
ん
ぼ
く
を
シ
ロ
バ

イ
の
せ
ん
ど
う
で
、
は
こ
ぶ
こ
と
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
き
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
は
、
私
が
一
番
楽
し
み

だ
っ
た
み
こ
さ
ん
の
お
ど
り
を
見
ま

し
た
。
私
は
、
バ
レ
エ
を
や
っ
て
い

る
の
で
、
手
や
足
の
動
き
を
す
ご
く

き
に
し
て
見
て
い
ま
し
た
が
、
と
て

も
き
れ
い
で
、
じ
ょ
う
ず
だ
と
思
い

ま
し
た
。

雨
で
夜
の
さ
ん
ぱ
い
が
で
き
な
か

っ
た
こ
と
が
、
と
て
も
残
念
で
し
た
。

帰
り
は
、
と
て
も
い
い
お
天
気
で
、

き
れ
い
な
に
じ
ゅ
う
の
に
じ
を
見
る

こ
と
も
で
き
て
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

私
は
伊
勢
神
宮
参
拝
、
一
泊
二
日

の
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。
一
日
目
は

台
風
で
雨
と
風
が
す
ご
く
て
内
宮
の

参
拝
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

外
宮
の
参
拝
が
出
来
な
か
っ
た
事
が

ざ
ん
念
で
し
た
。
で
も
そ
こ
で
教
え

て
も
ら
っ
た
事
は
、
一
つ
、
神
社
の

入
り
口
に
あ
る
鳥
居
の
前
で
お
じ
ぎ

を
す
る
事
、
二
つ
、
手
水
舎
で
手
を

洗
っ
て
心
と
体
を
清
め
る
事
、
三
つ
、

神
さ
ま
の
前
で
正
し
い
じ
ゅ
ん
じ
ょ

で
お
ま
い
り
す
る
事
、「
二
回
お
じ

ぎ
」「
二
回
手
を
た
た
く
」「
一
回
お

じ
ぎ
す
る
」（
二
拝
・
二
拍
手
・
一

拝
）
で
し
た
。
い
っ
し
ょ
に
来
て
い

た
お
じ
さ
ん
が
「
伊
勢
神
宮
に
は
百

回
位
参
拝
に
来
て
い
る
が
こ
ん
な
雨

の
日
は
初
め
て
だ
」
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。
私
は
「
そ
う
な
ん
だ
」
と
思

い
ま
し
た
。
二
日
目
の
朝
食
は
最
高

に
お
い
し
か
っ
た
。
自
動
車
工
場
の

見
学
の
と
き
森
の
中
の
さ
ん
さ
く
を

し
ま
し
た
。
木
で
作
ら
れ
た
置
き
物

や
池
の
中
に
メ
ダ
カ
が
い
ま
し
た
。

「
車
は
一
日
に
百
五
十
台
作
ら
れ
る
」

と
聞
い
て
、
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

み
ん
な
の
お
み
や
げ
選
び
に
な
や
ん

だ
け
れ
ど
、
と
て
も
楽
し
い
旅
行
で

し
た
。
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

八
月
七
日
、
お
と
う
さ
ん
の
お
し

ご
と
の
ひ
と
た
ち
と
い
せ
じ
ん
ぐ
う

へ
い
き
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
い
ま

ま
で
に
三
か
い
き
て
い
ま
す
。
も
り

の
な
か
に
た
く
さ
ん
の
か
み
さ
ま
が

い
て
、
や
さ
し
く
わ
ら
っ
て
い
る
ば

し
ょ
と
か
ん
じ
て
い
ま
し
た
。
で
も

こ
ん
か
い
は
ち
が
い
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
た
い
ふ
う
が
き
て
い
た

と
き
で
、
バ
ス
を
お
り
た
ら
あ
め
た

お
か
ぜ
が
つ
よ
く
て
、
わ
た
し
が
も

っ
て
い
た
か
さ
は
ひ
っ
く
り
か
え
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
わ
り
を
み
て

み
る
と
き
が
ゆ
れ
て
い
て
、
い
つ
も

よ
り
く
ら
く
て
こ
わ
か
っ
た
で
す
。

な
み
だ
が
で
そ
う
だ
っ
た
け
ど
、
が

ん
ば
っ
て
、
お
と
う
さ
ん
の
あ
と
に

つ
い
て
い
き
ま
し
た
。
か
ぐ
ら
で
ん

で
み
こ
さ
ん
の
ま
い
を
み
ま
し
た
。

と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。
あ
か
い
は

か
ま
が
す
て
き
で
、
き
て
み
た
い
な

と
お
も
い
ま
し
た
。

お
ま
い
り
が
お
わ
っ
て
と
ま
る
ば

し
ょ
に
つ
い
た
ら
、
い
っ
し
ょ
に
り

ょ
こ
う
に
き
て
い
た
お
に
い
さ
ん
や

お
ね
え
さ
ん
と
、
と
も
だ
ち
に
な
り

ま
し
た
。
ね
る
じ
か
ん
ま
で
た
く
さ

ん
あ
そ
び
ま
し
た
。
つ
ぎ
の
ひ
も
あ

そ
ん
で
、
と
て
も
た
の
し
か
っ
た
で

す
。
い
つ
か
ま
た
み
ん
な
に
あ
い
た

い
で
す
。

か
え
り
み
ち
、
や
ま
な
し
に
か
え

っ
て
く
る
と
と
て
も
お
お
き
な
に
じ

が
で
て
い
ま
し
た
。
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
こ
の
り
ょ
こ
う
は
、
た
く
さ

ん
ぬ
れ
て
た
い
へ
ん
だ
っ
た
け
ど
、

と
も
だ
ち
も
で
き
て
い
い
お
も
い
で

に
な
り
ま
し
た
。

お
や
こ
さ
ん
ぐ
う
だ
ん
に
さ
ん
か
し
て

吉
田
小
学
校
一
年

さ
さ
き
　
ま
り
か

伊
勢
神
宮
へ
の
旅

大
　
柴
　
愛
　
加
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九
月
二
十
八
日
午
後
三
時
三
十
分

よ
り
ホ
テ
ル
談
露
館
に
お
い
て
、
神

社
庁
顧
問
・
参
与
会
が
開
催
さ
れ
新

た
に
私
を
含
め
六
名
の
神
職
が
新
参

与
と
し
て
職
を
拝
命
し
た
。
議
題
が

順
次
進
み
、
山
梨
県
副
知
事
の
棚
木

環
先
生
を
お
招
き
し
て
「
過
疎
化
地

域
の
諸
問
題
に
つ
い
て
」
と
い
う
題

目
に
て
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
顧

み
れ
ば
、
平
成
四
年
十
二
月
に
亡
父

の
先
代
宮
司
の
進
逸
大
人
命
が
病
に

倒
れ
障
害
者
と
な
り
志
半
ば
に
神
職

を
退
い
た
。
先
代
が
病
に
な
っ
た
当

時
の
私
は
新
宿
の
某
ホ
テ
ル
に
て
接

客
業
を
し
て
い
た
。
そ
の
ホ
テ
ル
で

共
に
働
い
て
い
た
先
輩
に
、
接
客
業

と
は
何
か
と
い
う
事
を
一
か
ら
全
て

教
わ
っ
た
。
一
番
の
教
え
は
「
お
客

様
が
何
を
求
め
て
い
る
の
か
、
何
を

欲
し
て
い
る
の
か
を
予
測
し
、
出
し

ゃ
ば
ら
ず
に
手
助
け
を
す
る
事
」
こ

の
言
葉
を
信
念
に
接
客
し
た
。
ま
た
、

強
烈
に
頭
に
残
る
助
言
は
「
私
達
は

何
十
、
何
百
と
接
客
を
す
る
が
、
お

客
様
に
と
っ
て
は
一
生
に
一
回
の
出

来
事
だ
、
そ
の
機
会
に
接
す
る
の
だ

か
ら
い
つ
も
新
鮮
な
心
を
持
つ
こ
と

だ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
二
つ
の
教
え
、
言
葉
を
胸
に
秘
め

神
職
と
し
て
奉
仕
を
始
め
て
二
十
年

が
過
ぎ
た
。
奉
仕
を
始
め
た
こ
ろ
は

行
く
先
々
で
「
随
分
若
い
神
主
さ
ん

だ
ね
ぇ
〜
大
丈
夫
か
い
？
」
と
叱
咤

激
励
を
頂
い
た
も
の
で
あ
る
。

私
は
接
客
業
の
教
え
を
請
う
た
先

輩
の
「
お
客
様
に
と
っ
て
は
一
生
に

一
回
の
事
」
の
言
葉
を
如
何
に
祭
典
、

御
祈
祷
に
反
映
さ
せ
、
皆
の
心
の
印

象
に
残
る
か
を
今
も
考
え
、
社
頭
講

話
を
し
て
い
る
。
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ

人
生
経
験
や
考
え
が
あ
り
十
人
十
色

で
あ
る
。
そ
こ
に
ど
れ
だ
け
寄
り
添

え
る
か
が
宿
命
だ
と
思
っ
て
い
る
。

私
の
力
は
微
々
た
る
も
の
で
、
氏
子

崇
敬
者
の
皆
様
の
お
力
添
え
に
な
る

か
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
神
の
導

き
と
ご
先
祖
の
血
筋
が
今
の
私
を
支

え
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

神
職
で
あ
り
ま
し
た
亡
き
祖
母
の

勧
め
に
よ
り
神
職
の
道
を
志
し
、
階

位
を
拝
受
し
た
の
が
平
成
五
年
七

月
、
同
年
朝
気
熊
野
神
社
禰
宜
に
就

任
し
、
二
十
四
年
が
経
ち
ま
し
た
。

本
年
一
月
の
神
職
身
分
二
級
昇
級
に

続
き
、
九
月
二
十
八
日
の
山
梨
県
神

社
庁
顧
問
参
与
会
第
一
部
例
会
に
於

い
て
、
新
参
与
と
し
て
任
命
さ
れ
、

改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
お

り
ま
す
。

第
二
部
で
は
過
疎
化
地
域
の
諸
問

題
と
題
し
、
山
梨
県
副
知
事
　
柵
木

環
先
生
を
講
師
に
お
招
き
し
、
山
梨

県
に
お
け
る
人
口
減
少
と
対
策
に
つ

い
て
、
詳
細
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
、

興
味
深
い
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

第
三
部
懇
親
会
の
開
宴
の
お
言
葉

の
中
で
、
根
津
庁
長
先
生
ご
自
身
が

初
め
て
参
与
と
し
て
出
席
さ
れ
た
際

の
思
い
出
話
を
ご
披
露
し
て
下
さ

り
、
拝
聴
し
な
が
ら
、
誰
に
で
も

「
初
め
」
が
あ
る
の
だ
と
再
認
識
い

た
し
ま
し
た
。

本
務
神
社
禰
宜
就
任
以
来
、
大
神

様
の
お
導
き
の
下
、
神
明
奉
仕
一
筋

に
励
ん
で
参
り
ま
し
た
。
母
を
始
め
、

親
族
多
数
が
神
職
で
あ
る
環
境
は
、

神
仕
え
の
心
得
を
い
つ
何
時
で
も
学

べ
る
状
況
に
あ
り
、
大
変
恵
ま
れ
て

お
り
ま
し
た
。
神
社
界
の
大
先
輩
方
、

と
り
わ
け
神
道
青
年
会
と
女
子
神
職

会
の
諸
先
輩
方
に
は
、
様
々
な
ご
指

導
を
頂
き
、
時
に
は
厳
し
く
、
ま
た

時
に
は
楽
し
く
、
多
方
面
に
亘
り
、

鍛
え
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
、
心
よ
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

中
堅
神
職
と
な
っ
た
今
、
斯
界
を

担
う
人
材
と
な
れ
る
よ
う
、
心
新
た

に
決
意
し
た
次
第
で
す
。
引
き
続
き
、

先
輩
方
か
ら
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜

り
、
次
世
代
を
教
え
導
く
神
職
と
な

れ
ま
す
よ
う
、
努
力
を
怠
ら
ず
邁
進

し
て
参
り
ま
す
。

甲
府
支
部

御
協
賛
者
　
一
名

御
協
賛
金
　
弐
萬
円
也

御
芳
名

甲
府
市
　
住
吉
　
住
吉
神
社
　
八
巻
昭

東
八
代
支
部

御
協
賛
者
　
一
名

御
協
賛
金
　
参
千
円
也

御
芳
名

甲
府
市
　
下
曽
根
　
福
歳
大
神
社
　
山
本
一

峡
中
支
部

御
協
賛
者
　
一
名

御
協
賛
金
　
弐
萬
円
也

御
芳
名

甲
斐
市
　
篠
原
　
八
幡
神
社
　
総
代
会

峡
北
支
部

御
協
賛
者
　
二
名

御
協
賛
金
　
九
千
円
也

御
芳
名

須
玉
町
　
小
倉
　
八
幡
神
社
　
清
水
進

武
川
町
　
柳
澤
　
天
神
社
　
水
石
治
仁

甲
府
支
部

御
協
賛
社
　
一
三
六
名

御
協
賛
金
　
八
拾
萬
七
千
円

東
山
梨
支
部

御
協
賛
社
　
四
四
名

御
協
賛
金
　
壱
拾
八
萬
弐
千
円

東
八
代
支
部

御
協
賛
社
　
一
〇
九
名

御
協
賛
金
　
四
拾
六
萬
六
千
円

峡
南
支
部

御
協
賛
社
　
五
二
名

御
協
賛
金
　
壱
拾
八
萬
九
千
円

峡
中
支
部

御
協
賛
社
　
一
二
七
名

御
協
賛
金
　
四
拾
九
萬
弐
千
円

峡
北
支
部

御
協
賛
社
　
一
三
名

御
協
賛
金
　
弐
萬
八
千
円

南
都
留
支
部

御
協
賛
社
　
七
四
名

御
協
賛
金
　
参
拾
参
萬
五
千
円

北
都
留
支
部

御
協
賛
社
　
三
六
名

御
協
賛
金
　
壱
拾
四
萬
九
千
円

神
社
庁
顧
問
・
参
与
会

新
参
与
と
し
て

十
五
所
神
社
　
宮
司

篠
　
原
　
敬
　
逸

参
与
任
命
を
受
け
て

朝
気
熊
野
神
社
　
禰
宜

渡
　
邊
　
千
　
紗

不
活
動
神
社
対
策
協
賛
金

平
成
二
十
九
年
七
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
九

月
三
十
日
ま
で
に
四
名
の
皆
様
よ
り
五
萬
弐
千
円
の

御
協
賛
を
戴
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
五
九
一
名
の

皆
様
よ
り
弐
百
六
拾
四
萬
八
千
円
の
御
協
賛
を
戴
き

ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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第
十
七
回
を
迎
え
る
軛
山
梨
県
神

社
関
係
者
囲
碁
大
会
軣
は
様
々
な
県

内
団
体
の
協
力
と
支
援
を
頂
き
開
催

さ
れ
て
い
る
。
資
金
的
に
は
県
下
別

表
六
社
（
浅
間
神
社
・
武
田
神
社
・

護
国
神
社
・
北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神

社
・
小
室
浅
間
神
社
・
冨
士
御
室
浅

間
神
社
）
及
び
福
根
装
束
店
か
ら
の

協
賛
金
を
頂
い
て
い
る
。
後
援
団
体

に
お
願
い
し
て
い
る
山
梨
日
日
新
聞

社
・
山
梨
放
送
か
ら
は
、
縦
二
十
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
横
十
八
・
五
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
Ｂ
五
版
大
）
の
ガ

ラ
ス
製
の
楯
を
各
部
門
五
基
頂
い
て

い
る
が
、
こ
の
楯
が
子
供
達
の
垂
涎

の
的
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
碁
盤

は
日
本
棋
院
山
梨
よ
り
借
用
し
て
い

る
。八

月
八
日
（
火
）、
午
前
九
時
、

囲
碁
大
会
は
先
ず
高
野
会
長
先
導
の

元
、
神
殿
に
向
か
っ
て
の
拝
礼
か
ら

始
ま
る
。
お
年
寄
り
も
子
供
達
も
神

殿
前
で
拝
礼
す
る
中
に
、
一
体
感
と

共
に
お
互
い
大
会
で
の
健
闘
を
誓
い

合
う
。

大
会
式
典
に
お
い
て
、
先
ず
主
催

者
で
あ
る
根
津
泰
昇
神
社
庁
長
か
ら

「
藤
井
聡
太
四
段
が
将
棋
の
対
局
に

お
い
て
連
勝
を
重
ね
る
な
ど
頑
張
っ

て
い
る
が
、
囲
碁
の
部
で
も
大
活
躍

す
る
青
少
年
が
山
梨
の
こ
の
中
か
ら

育
っ
て
欲
し
い
。
ま
た
大
神
さ
ま
を

お
祀
り
す
る
こ
の
神
社
庁
の
神
殿
で

高
齢
の
方
々
も
歳
を
感
じ
さ
せ
る
こ

と
な
く
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て
欲

し
い
」
と
の
挨
拶
を
頂
い
た
。
こ
の

後
、
対
局
に
入
り
、
一
般
参
加
者
…

…
各
神
社
か
ら
十
チ
ー
ム
が
Ａ
ク
ラ

ス
・
Ｂ
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
、
青
少
年

の
部
は
保
育
園
児
か
ら
小
中
学
生
二

十
二
名
は
個
人
戦
に
て
対
戦
は
進
ん

で
い
っ
た
。

戦
い
終
え
て
、
閉
会
式
の
講
評
で

は
青
沼
審
判
長
か
ら
、「
他
で
開
催

さ
れ
る
大
会
で
も
い
え
る
事
だ
が
、

一
般
の
方
の
参
加
が
年
々
少
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い

る
。
囲
碁
の
愛
好
者
は
ま
だ
ま
だ
県

内
に
い
ら
れ
る
と
思
う
の
で
、
揮
っ

て
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
た
い
所
で

す
。
ま
た
、
青
少
年
は
此
の
神
社
庁

の
囲
碁
大
会
が
励
み
に
な
り
、
第
六

回
渡
辺
和
代
キ
ッ
ズ
カ
ッ
プ
囲
碁
大

会
で
は
、
こ
の
大
会
で
も
有
段
者
の

部
に
出
場
し
て
い
る
渡
辺
拓
斗
君
が

五
位
、
周
嘉
音
く
ん
が
十
二
位
と
入

賞
す
る
こ
と
が
出
来
た
。」
と
の
お

話
し
が
あ
っ
た
。

台
風
五
号
の
到
来
で
開
催
も
心
配

さ
れ
た
が
、
進
路
が
そ
れ
た
お
陰
で

開
催
で
き
た
第
十
七
回
の
大
会
で
あ

っ
た
が
、
来
年
も
元
気
な
姿
で
参
加

し
よ
う
と
誓
い
あ
っ
て
会
を
終
了
し

た
。第

十
七
回
、
一
般
の
部
入
賞
チ
ー

ム
と
青
少
年
の
部
入
賞
者
を
紹
介
す

る
。一

般
の
部
（
Ａ
ク
ラ
ス
）

優
　
勝
　
山
梨
岡
神
社
（
山
梨
市
）

準
優
勝
　
古
宮
太
神
社
（
甲
州
市
勝
沼
町
）

第
三
位
　
氷
川
神
社
（
甲
州
市
勝
沼
町
）

一
般
の
部
（
Ｂ
ク
ラ
ス
）

優
　
勝
　
美
和
神
社
（
笛
吹
市
御
坂
町
）

準
優
勝
　
初
狩
八
幡
神
社
（
大
月
市
初
狩
町
）

第
三
位
　
諏
訪
大
神
社
（
甲
州
市
塩
山
）

青
少
年
の
部
（
有
段
者
）

優
　
勝
　
古
賀
　
敦
大
（
こ
ど
も
の
村
中
）

準
優
勝
　
福
田
　
大
和
（
甲
府
北
西
中
）

第
三
位
　
渡
辺
　
拓
斗
（
山
梨
大
学
付
属
小
）

青
少
年
の
部
（
上
級
者
）

優
　
勝
　
岡
部
　
　
想
（
山
梨
大
学
付
属
小
）

準
優
勝
　
三
浦
　
朝
陽
（
山
梨
大
学
付
属
小
）

第
三
位
　
大
柴
　
美
麓
（
山
梨
大
学
付
属
小
）

青
少
年
の
部
（
初
心
者
）

優
　
勝
　
渡
辺
　
　
馨
（
貢
川
小
）

準
優
勝
　
岡
部
　
　
有
（
梨
大
付
属
幼
稚
園
）

第
三
位
　
鎌
田
　
沙
和
（
甘
利
小
）

第
十
七
回
神
社
関
係
者

囲
碁
大
会
報
告

山
梨
県
教
育
関
係
神
職
協
議
会

事
務
局
長

小
佐
野
　
文
　
男
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秋
分
近
い
九
月
九
日
、
甲
府
刑
務

所
秋
季
慰
霊
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
刑

務
所
内
講
堂
舞
台
上
に
祭
場
を
設

け
、
教
誨
師
・
神
職
保
護
司
会
員
奉

仕
の
下
、
眼
光
鋭
い
刑
務
官
、
墨
絵

纏
の
受
刑
者
八
十
余
名
の
眼
に
晒
さ

れ
つ
つ
、
刑
務
所
関
係
物
故
者
二
百

四
十
柱
に
、
根
津
会
長
よ
り
慰
霊
祭

詞
が
厳
粛
に
手
向
け
ら
れ
た
。

今
年
は
甲
州
相
撲
甚
句
会
に
よ
っ

て
神
賑
行
事
が
披
露
さ
れ
た
。
平
成

八
年
に
日
本
相
撲
協
会
の
会
長
・
福

田
永
昌
氏
の
呼
び
か
け
で
会
が
発
足

さ
れ
た
と
い
う
。
甚
句
は
三
名
に
よ

る
五
七
調
の
囃
子
歌
。
手
拍
子
と
、

ど
す
こ
い
、
ほ
い
、
あ
〜
ど
す
こ
い

ど
す
こ
い
と
い
っ
た
合
い
の
手
を
入

れ
る
。
今
回
は
作
家
、
水
木
亮
氏
作

詞
に
よ
る
テ
ー
マ
甚
句
（
水
木
氏
も

当
日
参
列
）。
受
刑
者
が
長
い
間
逢

う
こ
と
が
で
き
な
い
家
族
や
、
恋
人

を
思
う
気
持
ち
を
歌
っ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

今
後
も
各
宗
派
団
体
が
春
、
秋
持

ち
回
り
で
慰
霊
を
行
っ
て
行
く
。
現

世
で
法
を
犯
し
た
も
の
、
い
か
な
る

悪
人
で
も
御
霊
と
な
れ
ば
懇
ろ
に
弔

い
、
安
ら
か
れ
と
祈
る
こ
と
は
我
が

国
の
美
風
で
あ
る
。
秋
空
の
下
、
墨

色
の
衆
徒
た
ち
に
「
御
霊
の
祭
り
」

が
ど
う
映
っ
た
だ
ろ
う
か
。
罪
や
死
、

生
き
る
こ
と
、
今
は
亡
き
親
、
帰
順

を
願
う
家
族
の
こ
と
が
心
に
よ
ぎ
っ

た
だ
ろ
う
か
。
更
生
を
願
い
つ
つ
も
、

保
護
さ
れ
齢
に
近
き
一
保
護
司
の
感

想
で
あ
る
。

神
青
協
で
は
、
八
月
三
十
・
三
十

一
日
の
両
日
に
「『
日
本
の
心
を
紡

ぎ
伝
え
る
』
〜
私
た
ち
の
使
命
〜
」

と
題
し
た
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
を
神
社
本

庁
で
開
催
し
、
本
県
よ
り
遠
藤
会
長
、

小
佐
野
理
事
、
私
の
三
名
が
参
加
し

た
。
彬
子
女
王
殿
下
が
特
別
講
演
さ

れ
た
ほ
か
、
山
田
蓉
元
宮
内
庁
掌
典

次
長
と
藤
本
頼
生
國
學
院
大
學
准
教

授
が
、
宮
中
祭
祀
や
皇
室
制
度
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
講
演
さ
れ
た
。

彬
子
女
王
殿
下
に
は
「
感
謝
の
心

を
つ
な
ぐ
」
と
の
お
題
で
講
演
さ
れ
、

生
活
の
な
か
に
存
在
し
な
い
文
化
は

過
去
の
遺
物
に
な
っ
て
し
ま
う
、
と

の
お
考
え
か
ら
、
生
き
た
日
本
文
化

を
子
供
た
ち
に
伝
え
よ
う
と
心
游
舎

の
活
動
を
始
め
ら
れ
た
こ
と
。
そ
の

御
活
動
を
通
じ
「
子
供
達
に
こ
そ
本

物
の
体
感
を
」
と
の
思
い
を
強
く
持

た
れ
、
今
後
も
日
本
文
化
を
大
切
に

し
て
い
く
心
を
繋
ぐ
た
め
の
種
を
撒

く
活
動
を
続
け
て
ゆ
き
た
い
と
の
思

い
を
述
べ
ら
れ
た
。

第
一
講
の
山
田
蓉
先
生
は
「『
宮

中
祭
祀
』
そ
の
概
要
と
変
遷
」
と
題

し
、
宮
中
三
殿
の
賢
所
に
御
鏡
が
奉

斎
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
と
、
そ
の

変
遷
。
ま
た
、
現
在
の
神
社
祭
式
と

宮
中
祭
祀
と
の
関
係
に
つ
い
て
講
演

さ
れ
た
。
第
二
講
の
藤
本
頼
生
先
生

は
、「
皇
室
制
度
と
歴
史
―
現
行
皇

室
典
範
の
課
題
か
ら
―
」
と
題
し
講

演
さ
れ
、
現
在
の
典
範
は
天
皇
の
権

能
が
大
幅
に
制
限
さ
れ
、
関
連
す
る

法
整
備
も
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
、
近
い
将
来
、
天
皇
陛
下
、
上

皇
陛
下
、
皇
嗣
殿
下
が
存
在
さ
れ
る

状
況
に
つ
い
て
の
課
題
を
挙
げ
、
皇

室
の
伝
統
と
本
質
を
考
え
る
上
で

も
、
こ
の
国
の
未
来
の
あ
り
方
が
問

わ
れ
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

昨
年
八
月
、
天
皇
陛
下
は
「
象
徴

と
し
て
の
お
務
め
」
に
つ
い
て
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
国
民
に
広
く
お
気

持
ち
を
述
べ
ら
れ
た
。
常
に
国
民
の

安
寧
と
幸
せ
を
祈
ら
れ
、
全
身
全
霊

を
以
て
、
象
徴
天
皇
の
お
努
め
を
果

た
さ
れ
て
い
る
陛
下
の
「
お
気
持
ち
」

を
拝
し
、
お
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
大

御
心
に
副
い
奉
る
た
め
に
、
私
た
ち

青
年
神
職
は
何
を
な
す
べ
き
か
、
時

宜
を
得
た
研
修
で
あ
っ
た
。

神
青
協
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
報
告

山
梨
県
神
道
青
年
会

事
務
局
長

金
　
子
　
雄
　
紀

甲
府
刑
務
所
に
て

秋
季
慰
霊
祭
斎
行

山
梨
県
神
職
保
護
司
会

事
務
局
長

石
　
原
　
　
　
鎮



常
に
大
神
様
の
お
見
守
り
の
中
、

大
勢
の
方
々
の
お
支
え
を
戴
き
当
会

の
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
事
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

新
年
度
を
迎
え
た
七
月
十
一
日
神

社
庁
で
の
総
会
に
於
い
て
、
昨
年
度

事
業
、
会
計
、
監
査
報
告
が
承
認
さ

れ
、
新
年
度
事
業
計
画
、
予
算
案
が

可
決
さ
れ
た
。
又
当
会
設
立
三
十
周

年
記
念
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
三

十
年
三
月
に
奉
告
祭
、
式
典
、
講
演
、

祝
賀
会
等
を
執
り
行
う
事
が
可
決
さ

れ
詳
細
は
今
後
検
討
し
て
行
く
事
と

な
っ
た
。

七
月
十
三
日
神
社
本
庁
に
於
い

て
、（
当
会
よ
り
三
名
参
加
）
全
国

女
子
神
職
協
議
会
教
養
研
修
会
が
開

催
さ
れ
た
。
翌
十
四
日
神
社
庁
に
於

い
て
代
議
員
会
が
行
わ
れ
、
昨
年
度

事
業
、
決
算
、
監
査
報
告
が
さ
れ
、

本
年
度
事
業
計
画
、
予
算
案
が
承
認

さ
れ
た
。
又
熊
本
、
島
根
の
両
県
女

子
神
職
会
に
災
害
見
舞
金
五
万
円
の

送
金
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
、
単
位
会
で
の

研
修
会
、
記
念
事
業
等
が
報
告
さ
れ

散
会
と
な
っ
た
。

去
る
九
月
二
十
五
日
役
員
会
に
於

い
て
、
十
月
二
十
四
日
山
梨
県
神
社

関
係
者
大
会
で
の
「
豊
栄
の
舞
」
奉

奏
が
承
認
さ
れ
、
十
月
三
日
自
由
稽

古
、
十
月
十
八
日
神
社
庁
に
於
い
て

「
豊
栄
の
舞
」
研
修
会
を
行
っ
た
。

今
後
と
も
神
社
界
の
為
に
、
女
子

神
職
と
し
て
何
が
出
来
る
か
を
会
員

等
と
知
恵
を
出
し
合
い
実
行
し
て
参

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

当
日
は
、
講
義
一
と
し
て
「
観
光

立
国
を
目
指
す
中
に
あ
る
神
社
信

仰
」
と
題
し
て
株
式
会
社
小
西
美
術

工
藝
社
代
表
取
締
役
デ
ー
ビ
ッ
ト
・

ア
ン
ト
キ
ン
ソ
ン
先
生
の
外
国
人
の

観
点
か
ら
の
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。日

本
へ
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客

は
、
神
社
仏
閣
に
興
味
が
あ
り
ま
す

が
、
固
い
説
明
を
聞
く
よ
り
は
、
日

本
人
と
交
流
し
た
り
、
実
際
に
神
輿

を
担
い
だ
り
と
肌
で
感
じ
さ
せ
る
こ

と
が
大
切
と
の
内
容
で
し
た
。

講
義
二
は
、
小
笠
原
流
弓
馬
術
礼

法
三
十
一
世
宗
家
小
笠
原
清
忠
氏
夫

人
の
小
笠
原
純
子
先
生
に
よ
る
「
日

本
の
し
き
た
り
」
と
題
し
お
聞
き
し

ま
し
た
。

小
笠
原
流
礼
法
と
は
、
後
醍
醐
天

皇
の
時
代
に
武
家
の
礼
法
を
取
り
入

れ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。
礼
法
と
は

正
し
い
姿
勢
の
自
覚
・
環
境
や
相
手

に
対
す
る
自
分
の
位
置
を
常
に
考
え

る
事
。
私
達
女
子
神
職
に
と
っ
て
も

品
格
を
大
切
に
、
女
性
ら
し
い
振
る

舞
い
で
の
作
法
が
大
事
だ
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

数
年
後
に
は
、
日
本
に
於
い
て
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
多

く
の
外
国
人
の
方
々
が
社
頭
に
お
見

え
に
な
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
す
。

「
お
も
て
な
し
」
の
心
で
、
伝
統
あ

る
日
本
の
良
さ
を
伝
え
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

六
十
八
回
全
国
敬
神
婦
人
大
会
静

岡
大
会
が
九
月
二
十
六
日
に
静
岡
市

文
化
会
館
に
て
開
催
さ
れ
、
全
国
各

地
か
ら
会
員
一
五
〇
〇
人
が
集
い
ま

し
た
。
本
県
か
ら
は
三
五
名
が
日
帰

り
で
参
加
し
ま
し
た
。
総
会
開
催
前

に
、
駿
河
の
国
の
国
府
が
置
か
れ
て

い
た
駿
府
城
を
見
学
し
、
駿
府
は
徳

川
家
康
と
深
い
関
わ
り
が
あ
り
、
こ

の
地
で
重
要
な
時
期
を
過
ご
し
ま
し

た
。
将
軍
職
を
退
い
た
あ
と
駿
府
に

戻
り
駿
府
城
を
拡
張
、
修
築
し
町
割

り
や
安
倍
川
の
治
水
を
行
い
、
現
在

の
静
岡
市
街
地
の
原
型
が
造
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
東
御
門
や
紅
葉
山
庭
園

な
ど
を
散
策
し
、
お
抹
茶
を
頂
き
ま

し
た
。
東
御
門
は
寛
永
十
二
年
に
消

失
し
寛
永
十
五
年
に
再
建
さ
れ
現
在

の
建
物
は
寛
永
の
再
建
時
の
姿
を
伝

統
的
な
木
造
工
法
に
よ
っ
て
復
元
し

た
と
説
明
を
う
け
ま
し
た
。
天
候
に

も
恵
ま
れ
て
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
昼
食
後
に
会

場
に
入
り
ま
し
た
。

「
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｕ
Ｇ
Ｅ
Ｉ
」
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ウ
の
清
興
の

後
、
北
白
川
慶
子
会
長
の
式
辞
に
始

ま
り
、
議
事
と
し
て
「
地
方
団
体
と

の
交
流
」「
社
会
福
祉
活
動
と
し
て

駿
河
療
養
所
内
駿
河
神
社
例
祭
、
多

磨
全
生
園
内
永
代
神
社
例
祭
の
参

列
」「
国
旗
小
旗
に
つ
い
て
」「
國
學

院
大
學
、
皇
學
館
大
学
の
女
子
学
生

へ
の
奨
学
金
給
付
に
つ
い
て
」
の
会

務
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
二
十

八
年
度
会
計
報
告
、
平
成
二
十
九
年

度
予
算
案
、
活
動
方
針
、
事
業
計
画

案
の
説
明
が
あ
り
満
場
一
致
で
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
記
念
講
演
で
は
徳
川

家
の
子
孫
で
徳
川
記
念
財
団
理
事
長

の
徳
川
恒
孝
氏
の
「
家
康
公
の
愛
し

た
駿
府
」
を
拝
聴
し
ま
し
た
。
家
康

公
は
戦
国
か
ら
平
和
へ
大
転
換
し
江

戸
時
代
は
二
百
五
十
年
間
の
間
戦
の

無
い
平
和
な
時
代
を
築
き
、
イ
ン
フ

ラ
整
備
、
大
衆
文
化
の
発
達
、
高
度

な
工
業
農
業
の
技
術
の
発
達
、
教
育

水
準
も
高
め
た
。
江
戸
時
代
は
歴
史
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恒
例
に
よ
り
過
日
八
月
二
十
六

日
・
二
十
七
日
両
日
に
亘
り
「
吉
田

の
火
祭
り
」
と
し
て
人
口
に
膾
炙
さ

れ
て
い
る
鎮
火
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

「
す
す
き
ま
つ
り
」
と
い
う
の
は
、

二
十
七
日
の
祭
り
の
中
で
、
参
詣
者

が
薄
の
玉
串
を
持
っ
て
神
輿
に
従
う

風
習
か
ら
付
け
ら
れ
た
俗
称
で
あ

る
。
二
十
六
日
の
松
明
焚
き
上
げ
を

核
と
す
る
祭
り
を
宵
祭
り
、
神
輿
渡

御
を
中
心
と
す
る
二
十
七
日
を
本
祭

り
と
位
置
付
け
る
見
方
も
あ
る
。

前
夜
か
ら
御
旅
所
に
奉
安
さ
れ
て

い
た
明
神
型
神
輿
と
富
士
山
型
神
輿

の
二
基
の
神
輿
が
、
二
十
七
日
午
後

二
時
よ
り
渡
御
さ
れ
、
交
通
規
制
が

敷
か
れ
た
氏
子
中
の
公
道
約
一
二
キ

ロ
を
渡
り
本
社
に
還
御
し
、
大
詰
め

は
境
内
の
「
高
天
原
」
と
呼
称
さ
れ

る
域
を
ぐ
る
ぐ
る
と
廻
り
渡
御
を
終

え
る
。
今
年
は
祭
日
が
日
曜
日
と
重

な
っ
た
た
め
、
例
年
を
大
き
く
上
回

る
人
出
で
賑
わ
い
、
外
国
人
も
目
立

っ
て
多
か
っ
た
。
大
変
な
群
衆
の
中

で
の
斎
行
で
あ
っ
た
が
、
聊
か
の
事

－22－

第179号山　梨　県　神　社　庁　報平成29年10月20日

故
も
な
く
終
了
し
兎
に
角
安
堵
し

た
。
神
輿
の
担
ぎ
手
は
、
嘗
て
は
か

な
り
不
足
し
苦
慮
し
た
時
期
が
あ
っ

た
と
聞
く
が
、
昨
今
は
熱
い
気
迫
の

若
集
が
挙
っ
て
寄
せ
て
き
て
く
れ
て

い
る
。
こ
の
祭
り
に
類
な
い
魅
力
を

感
じ
て
こ
そ
だ
と
思
う
。
そ
の
魅
力

は
、
往
古
よ
り
基
本
の
祭
り
の
形
を

必
死
に
維
持
し
て
き
た
多
く
の
人
た

ち
の
力
に
よ
る
賜
物
で
あ
る
。
火
祭

り
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定

や
、
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
等

の
朗
報
が
続
い
た
こ
と
も
然
り
で
あ

る
。
と
、
当
社
最
大
の
祭
祀
を
終
え

て
思
い
を
新
た
に
し
た
。

祭
典
を
斎
行
し
て

す
す
き
ま
つ
り

北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社

宮
司

上
文
司
　
　
　
厚

で
学
ん
だ
以
上
に
熟
成
し
た
素
晴
ら

し
い
時
代
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

大
会
に
参
加
し
て
様
々
な
活
動
を

通
し
て
氏
神
様
へ
の
奉
仕
、
神
社
神

道
の
正
し
い
理
解
に
つ
と
め
て
い
く

事
の
大
切
さ
や
若
い
世
代
に
敬
神
婦

人
会
を
広
め
て
い
く
必
要
性
を
痛
感

し
ま
し
た
。

来
年
は
神
奈
川
県
の
開
催
に
な
り

ま
す
。
今
年
と
同
様
に
多
く
の
方
に

参
加
し
て
頂
け
る
様
に
お
声
か
け
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
来
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

九
月
四
日
・
五
日
の
二
日
間
に
わ

た
り
山
梨
県
神
社
庁
研
究
所
主
催
第

九
回
雅
楽
研
修
会
が
同
庁
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
山
梨
県
神
道
雅
楽
会
、

ま
た
穴
切
雅
楽
会
の
会
員
等
二
十
四

名
の
受
講
生
の
参
加
の
も
と
、
普
段

の
雅
楽
会
よ
り
お
世
話
に
な
っ
て
い

ま
す
、
龍
笛
の
上
明
彦
先
生
を
は
じ

め
、
篳
篥
の
池
邊
五
郎
先
生
、
鳳
笙

の
渡
辺
光
彦
先
生
の
三
人
の
講
師
を

お
迎
え
し
研
修
会
は
行
わ
れ
ま
し

た
。初

日
は
開
校
式
の
後
、
管
別
で
の

研
修
を
行
い
ま
し
た
。
私
は
持
ち
管

が
篳
篥
な
の
で
渡
邊
先
生
の
ご
指
導

を
仰
ぎ
ま
し
た
。
今
研
修
会
の
課
題

曲
と
し
て
「
納
曾
利
破
」「
納
曾
利

急
」「
其
駒
」
と
あ
り
ま
し
た
。
ま

ず
先
生
は
曲
に
取
り
掛
か
る
前
に
、

篳
篥
の
受
講
生
七
名
に
音
出
し
を
行

わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
音
の
癖
や
問
題

点
を
指
導
し
て
い
き
ま
し
た
。
私
は

音
の
出
し
始
め
が
弱
く
、
音
を
安
定

さ
せ
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
渡
邊
先
生
は
篳
篥
を

口
の
中
に
押
し
込
む
力
と
、
逆
に
口

に
力
を
込
め
篳
篥
を
押
し
返
す
力
の

バ
ラ
ン
ス
を
調
整
す
る
こ
と
で
音
を

安
定
さ
せ
る
方
法
を
指
導
し
て
戴
き

ま
し
た
。
ま
た
、
課
題
曲
の
指
導
に

な
り
ま
し
て
も
唱
歌
か
ら
始
ま
り
各

曲
を
個
別
に
丁
寧
に
指
導
い
た
だ
き

ま
し
た
。

二
日
目
も
初
日
同
様
管
別
の
研
修

か
ら
始
ま
り
ま
し
て
、
午
後
三
時
半

か
ら
は
全
て
の
管
が
集
ま
り
合
奏
と

な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
初
め
て
他
の

管
と
の
合
流
に
な
り
ま
し
た
が
、
ど

の
管
も
充
実
し
た
研
修
を
行
え
て
い

た
こ
と
が
見
て
と
れ
ま
し
た
。
実
際

の
合
奏
で
は
受
講
生
そ
れ
ぞ
れ
が
二

日
間
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
す
る
こ

と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
二
日
間

に
わ
た
り
懇
切
丁
寧
に
指
導
し
て
下

さ
い
ま
し
た
三
人
の
講
師
に
心
よ
り

の
感
謝
を
申
し
上
げ
、
充
実
し
た
研

修
会
と
な
り
ま
し
た
。

雅
楽
研
修
会
報
告

山
梨
県
神
道
雅
楽
会
　
会
員

中
　
村
　
　
　
譲
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昭
和
町
西
条
義
清
神
社
新
穀
感
謝

祭身
延
町
帯
金
八
幡
大
神
社
秋
季
大

祭
　
南
ア
ル
プ
ス
市
上
今
諏
訪
諏

訪
神
社
例
大
祭
　
南
ア
ル
プ
ス
市

巨
摩
八
幡
宮
秋
季
例
大
祭

南
ア
ル
プ
ス
市
吉
田
豊
郷
総
鎮
守

諏
訪
神
社
新
嘗
祭

弓
削
神
社
例
大
祭
　
八
代
町
永
井

天
神
社
秋
例
大
祭
　
富
士
川
町
青

柳
諏
訪
神
社
秋
季
例
大
祭
　
大
嶽

山
那
賀
郡
神
社
薪
紅
葉
祭
　
市
川

三
郷
町
高
田
一
宮
浅
間
神
社
例
大

祭甲
府
市
愛
宕
神
社
例
祭

下
吉
田
小
室
浅
間
神
社
室
宮
恵
比

寿
例
祭
（
〜
二
十
日
）

甲
府
市

高
畑
元
宮
住
吉
神
社
秋
季
例
大
祭

南
ア
ル
プ
ス
市
高
尾
穂
見
神
社
例

大
祭
（
〜
二
十
三
日
）

甲
府
市
宮
前
八
幡
神
社
新
嘗
祭

玉
諸
神
社
新
嘗
祭
・
神
宮
大
麻
頒

布
始
祭
　
弓
削
神
社
新
嘗
祭
　
大

月
市
七
保
町
下
和
田
春
日
神
社
新

嘗
祭
　
酒
折
宮
新
嘗
祭
　
甲
府
恵

比
寿
神
社
例
大
祭
　
甲
州
市
勝
沼

古
宮
太
神
社
秋
季
例
大
祭
　
身
延

町
帯
金
八
幡
大
神
社
新
穀
感
謝
祭

南
ア
ル
プ
ス
市
上
今
諏
訪
諏
訪
神

社
新
嘗
祭
　
新
倉
富
士
浅
間
神
社

新
嘗
祭
　
富
士
吉
田
市
上
暮
地
神

明
社
新
嘗
祭
　
大
月
市
駒
橋
三
嶋

神
社
新
嘗
祭
　
北
杜
市
高
根
町
建

部
神
社
新
嘗
祭

富
士
吉
田
市
松
尾
神
社
新
嘗
祭

韮
崎
市
若
宮
八
幡
宮
新
嘗
祭

10
・
21

10
・
22

10
・
25

11
・
３

11
・
16

11
・
19

11
・
22

11
・
23

11
・
24

J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J

J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J

J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J

祭
　
典
　
日
　
程

祭
　
典
　
日
　
程 

祭
　
典
　
日
　
程 

当
神
社
の
主
祭
神
豊
玉
姫
命
は
ご

承
知
の
と
お
り
、
神
武
天
皇
の
父
君

草
葺
不
合
尊
御
出
産
の
際
の
故

事
に
倣
い
、
古
来
よ
り
子
宝
、
安
産

の
神
様
と
し
て
尊
崇
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
特
に
本
神
社
の
例
大
祭
が
「
安

産
ま
つ
り
」
と
し
て
全
国
的
に
も
認

知
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
霊
験

灼
然
が
顕
著
で
あ
る
に
他
な
ら
ず
、

唯
々
御
神
慮
、
御
神
徳
の
賜
と
し
て

只
管
感
謝
の
み
で
あ
り
ま
す
。

九
月
一
日
、
湖
畔
対
岸
の
明
神
山

山
頂
の
奥
宮
に
て
神
霊
の
御
降
臨
を

願
う
奥
宮
祭
か
ら
始
ま
り
、
四
、
五

日
の
神
輿
渡
御
、
そ
し
て
六
日
の
後

日
祭
の
奉
納
相
撲
で
祭
典
を
畢
え
ま

す
。
こ
の
間
、
稚
児
行
列
、
子
供
神

輿
、
女
子
中
学
生
の
踊
り
、
行
進
、

青
年
団
の
奉
納
相
撲
他
、
当
番
の
五

十
人
の
神
輿
奉
仕
者
、
更
に
忌
服
者

以
外
の
全
戸
が
半
分
に
分
か
れ
、
二

日
の
清
掃
及
び
飾
り
付
け
等
の
準

備
、
七
日
後
片
付
け
清
掃
と
、
文
字

通
り
氏
子
総
参
加
の
祭
典
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
祭
典
は
誰
も
が
参
加
で
き
ま

す
が
、
氏
子
に
は
忌
服
と
云
う
厳
し

い
禁
忌
が
あ
り
父
母
の
一
年
間
か
ら

四
親
等
の
従
兄
弟
、
姉
妹
の
七
日
と

定
め
ら
れ
て
お
り
該
当
者
は
祭
り
へ

の
参
加
は
お
ろ
か
見
る
事
も
叶
わ
ず

神
輿
渡
御
の
旧
他
所
へ
行
く
慣
わ
し

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
為
七
、
八

年
に
一
度
廻
っ
て
来
る
神
輿
奉
仕
は

こ
の
上
な
く
芽
出
た
く
喜
び
で
も
あ

り
、
そ
の
熱
気
と
真
心
が
崇
敬
者

（
特
に
女
性
）
に
も
伝
わ
り
自
然
と

奉
侍
す
る
様
は
、
神
様
の
意
志
、
成

せ
る
業
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
私
共
は

あ
く
ま
で
「
中
執
り
持
ち
」
祭
り
を

如
何
に
盛
り
上
げ
氏
子
崇
敬
者
に
御

神
徳
が
も
た
ら
さ
れ
ま
す
よ
う
願
う

の
み
で
あ
り
ま
す
。

北
杜
市
小
淵
沢
北
野
天
神
社
新
嘗

祭韮
崎
市
武
田
八
幡
宮
新
嘗
祭

北
杜
市
大
泉
町
逸
見
神
社
新
嘗
祭

御
岳
町
金
櫻
神
社
鎮
火
祭

北
杜
市
白
州
町
若
宮
八
幡
神
社
大

祓南
ア
ル
プ
ス
市
百
々
諏
訪
神
社
大

祓
式
　

甲
府
市
宮
前
八
幡
神
社
大
祓
　
玉

諸
神
社
大
祓
　
甲
斐
市
西
八
幡
八

幡
大
神
社
大
祓
　
北
杜
市
大
泉
町

逸
見
神
社
大
祓
年
越
祭
　
北
杜
市

高
根
町
建
部
神
社
大
祓

大
嶽
山
那
賀
都
神
社
元
旦
祭
　
市

川
三
郷
町
宮
原
浅
間
神
社
歳
旦
祭

山
梨
市
西
大
石
神
社
歳
旦
祭
　
富

士
川
町
青
柳
町
諏
訪
神
社
新
年
例

祭
　
韮
崎
市
藤
井
町
福
地
八
幡
神

社
歳
旦
祭
　
韮
崎
市
穴
山
町
諏
訪

神
社
歳
旦
祭
　
高
根
町
長
沢
船
形

神
社
歳
旦
祭
　
長
坂
町
長
坂
上
条

穂
見
諏
訪
十
五
所
神
社
歳
旦
祭

大
泉
町
谷
戸
逸
見
神
社
歳
旦
祭

北
杜
市
小
淵
沢
北
野
天
神
社
元
旦

祭
　
富
士
河
口
湖
町
船
津
八
王
子

神
社
歳
旦
祭
　
富
士
河
口
湖
町
船

津
筒
口
神
社
歳
旦
祭
　
大
月
市
初

狩
町
下
初
狩
八
幡
神
社
元
旦
祭

高
根
町
箕
輪
建
部
神
社
歳
旦
祭

大
月
市
駒
橋
三
嶋
神
社
元
始
祭

一
宮
町
中
尾
中
尾
神
社
中
尾
神
社

道
祖
神
祭
（
〜
十
四
日
）

下
吉
田
小
室
浅
間
神
社
筒
粥
神
事

長
坂
町
長
坂
上
条
穂
見
諏
訪
十
五

所
神
社
筒
粥
占
い
神
事
（
〜
十
五

日
）

都
留
市
朝
日
馬
場
石
船
神
社
初
祭

富
士
吉
田
市
新
屋
山
神
社
正
月
祭

11
・
25

11
・
26

11
・
28

12
・
３

12
・
25

12
・
30

12
・
31

１
・
１

１
・
３

１
・
13

１
・
14

１
・
15

１
・
17

諏
訪
神
社
例
大
祭
を
斎
行
し
て

山
中
諏
訪
神
社

宮
司

坂
　
本
　
任
　
邦

う
が
や
ふ
き
あ
え
ず
の
み
こ
と
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「子供の自由画コンクール展示会」 

　国旗掲揚推進委員会では、本年度山梨市の

保育園・幼稚園の年長組を対象とした絵画コ

ンクールを行い、その応募作品と、社団法人

国旗協会の開催している「国旗のある自由画

コンクール」の平成二十七・二十六年度金賞

受賞作品を併せて展示いたします。 

記 

場　所　山梨市民会館（山梨市万力1830） 

日　時　平成29年11月１日（水）～５日（日） 

「神殿新嘗祭」  

「神宮初まいり」  

　初穂を供え、今年一年の収穫の感謝と喜びを神々

に奉告する「新嘗祭」恒例による神事を下記によ

り斎行致しますのでご参列下さい。 

記 

１、日　時　平成29年11月20日豺 

　　　　　　午後１時30分 

２、場　所　山梨県神社庁神殿 

「新穀感謝祭」 

　我が国の御親神、心のふるさとと仰ぐ「お伊勢

様」。その限りない御神恩に感謝の真心を捧げ、「瑞

穂の国」と称えられた我が国柄への思いを新たに

する新穀感謝祭は、本年で六十三回を数えること

となりました。 

　本年も多くの皆様のご参列を得て、奉賛の喜び

を共に致したく存じます。 

記 

１、日　時　平成29年11月16日・17日 

　　　　　　　　　　　　　　　（一泊二日） 

２、神宮では御垣内にて特別参拝、神楽殿での御

　　神楽の奉奏が執り行われ、参拝記念が撤下さ

　　れます。 

３、宿泊ホテル、行程、参加費は支部によって異

　　なります。支部役員・神社宮司にお尋ね下さい。 

　毎年恒例となりました神宮初まいりの旅を下記

の日程で行います。今回は、神宮参拝後、雄琴温

泉に宿泊し、京都市内の神社参拝を予定しており

ます。 

  多数の皆様にご参加いただきますようご案内申

し上げます。 

記 

日　時　平成30年１月29日豺～31日貉 

　　　　　　　　　　　　　　（二泊三日） 

参加費　48,000円 

行　程 

　一日目　両正宮参拝 

　　　　　→戸田家泊 

　二日目　京都 蛤御門京都御所散策 

　　　　　→松尾大社正式参拝  

　　　　　→琵琶湖グランドホテル京近江泊 

　三日目　琵琶湖畔散策　 

　　　　　→多賀大社正式参拝 

　　　　　→山梨各地（17時30分頃） 

今 後 の 予 定  

 


